
本　
中　
間　
と　
り　
ま　
と　
め　
は　
、　
住　
民　
協　
議　
員　
か　
ら　
提　
案　
さ　

れ　
た　
と　
り　
ま　
と　
め　
案　
を　
も　
と　
に　
、　
協　
議　
員　
有　
志　
か　
ら　
構　

成　
さ　
れ　
る　
運　
営　
懇　
談　
会　
で　
１　
つ　
の　
案　
に　
ま　
と　
め　
上　
げ　
、　

協　
議　
会　
で　
の　
議　
論　
を　
経　
て　
、　
協　
議　
員　
全　
員　
で　
作　
り　
上　
げ　

た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

1  
は　
じ　
め　
に

・　
当　
協　
議　
会　
は　
、　
東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
（　
以　
下　
、　
外　

環　
と　
略　
す　
）　に　
つ　
い　
て　
「　
P  
I  
外　
環　
協　
議　
会　
（　
仮　
称　
）　設　

立　
に　
向　
け　
た　
確　
認　
内　
容　
」　
を　
踏　
ま　
え　
、　
原　
点　
に　
立　
ち　

戻　
り　
計　
画　
の　
構　
想　
段　
階　
か　
ら　
幅　
広　
く　
意　
見　
を　
聞　
く　

パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
・　
イ　
ン　
ボ　
ル　
ブ　
メ　
ン　
ト　（　
P  
I  
）　
方　
式　
で　
話　
し　

合
う　
こ　
と　
を
目
的
と　
し　
て　
い　
る　
。　

・　
協　
議　
会　
発　
足　
に　
先　
立　
っ　
て　
、　
９　
回　
に　
わ　
た　
り　
住　
民　
と　

行　
政　
が　
準　
備　
会　
で　
協　
議　
会　
の　
あ　
り　
方　
に　
つ　
い　
て　
議　
論　

し　
、　
以　
下　
の　
基　
本　
認　
識　
で　
双　
方　
確　
認　
し　
て　
協　
議　
会　
が　

発
足
す　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　

〈
基
本
認
識
〉　

（　
１　
）　
原
点　
に　
つ　
い　
て

・　
外　
環　
の　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
経　
緯　
を　
十　

分　
に　
踏　
ま　
え　
て　
、　
実　
質　
的　
に　
は　
、　
現　
在　
の　
都　
市　
計　

画　
を　
棚　
上　
げ　
に　
し　
昭　
和　
41  
年　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
以　
前　

の　
原　
点　
に　
立　
ち　
戻　
っ　
て　
、　
計　
画　
の　
必　
要　
性　
か　
ら　
議　

論
を
す　
る　
。　

（　
２　
）　必
要
性　
の
有
無　（
効
果
と
影
響
）　に　
つ　
い　
て

・　
必　
要　
性　
の　
議　
論　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
計　
画　
あ　
り　
き　
で　
は　
な　

く　
て　
、　
も　
う　
一　
度　
原　
点　
に　
立　
ち　
戻　
っ　
て　
、　
計　
画　
の　
必　

要
性　
か　
ら　
検
討
す　
る　
。　

・　
協　
議　
会　
は　
結　
論　
を　
出　
す　
場　
で　
は　
な　
い　
が　
、　
公　
開　
し　

て　
進　
め　
る　
の　
で　
、　
よ　
り　
多　
く　
の　
人　
に　
そ　
の　
議　
論　
の　
内　

容
を
知　
っ　
て　
も
ら　
う　
こ　
と　
に　
意
義　
が　
あ　
る　
。　

・　
こ　
の　
た　
め　
、　
協　
議　
会　
で　
の　
必　
要　
性　
の　
議　
論　
は　
、　
そ　
の　

後　
の　
計　
画　
の　
検　
討　
を　
ど　
の　
よ　
う　
に　
し　
て　
い　
く　
か　
と　
い　

う　
こ　
と　
に　
重　
大　
な　
影　
響　
を　
与　
え　
る　
も　
の　
と　
考　
え　
ら　

れ　
、　
社　
会　
的　
に　
そ　
れ　
を　
無　
視　
す　
る　
こ　
と　
は　
難　
し　
い　

と　
考
え　
る　
。　

・　
協　
議　
会　
で　
の　
議　
論　
や　
そ　
の　
他　
の　
幅　
広　
い　
意　
見　
を　
踏　

ま　
え　
、　
様　
々　
な　
プ　
ロ　
セ　
ス　
の　
中　
で　
外　
環　
計　
画　
の　
意　

義　
に　
つ　
い　
て　
、　
社　
会　
全　
体　
で　
検　
討　
す　
る　
も　
の　
と　
考　

え
る
。　

・　
そ　
の　
中　
に　
は　
、　
上　
位　
計　
画　
に　
お　
け　
る　
議　
論　
も　
含　
ん　

で　
お　
り　
、　
そ　
の　
プ　
ロ　
セ　
ス　
を　
経　
た　
結　
果　
、　
社　
会　
全　
体　

と　
し　
て　
外　
環　
計　
画　
の　
意　
義　
が　
な　
い　
と　
の　
社　
会　
的　
判　

断　
が　
さ　
れ　
れ　
ば　
、　
事　
実　
上　
計　
画　
を　
休　
止　
す　
る　
こ　
と　

も
あ
り
得　
る　
。　

・　
協　
議　
員　
は　
、　
外　
環　
沿　
線　
の　
７　
区　
市　
（　
練　
馬　
区　
・　
杉　
並　

区　
・　
武　
蔵　
野　
市　
・　
三　
鷹　
市　
・　
調　
布　
市　
・　
狛　
江　
市　
・　
世　
田　

谷　
区　
）　で　
外　
環　
計　
画　
に　
関　
す　
る　
活　
動　
を　
し　
て　
い　
る　
方　

（　
賛　
成　
、　
反　
対　
は　
問　
わ　
な　
い　
）　か　
ら　
７　
区　
市　
お　
よ　
び　
国　
・　

都　
が　
推　
薦　
し　
た　
18  
名　
と　
７　
区　
市　
の　
担　
当　
者　
７　
名　
、　

国　
・　
都　
の　
担
当
者　
４　
名　
の　
29  
名　
で　
構
成　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　

・　
住　
民　
の　
代　
表　
と　
区　
市　
、　
国　
と　
都　
の　
担　
当　
者　
が　
対　
等　
の　

立　
場　
で　
、　
国　
民　
に　
と　
っ　
て　
大　
切　
な　
社　
会　
資　
本　
の　
整　
備　

に　
つ　
い　
て　
話　
し　
合　
う　
こ　
と　
は　
画　
期　
的　
な　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　

将　
来　
の　
ル　
ー　
ル　
化　
に　
も　
生　
か　
せ　
る　
P  
I  
の　
模　
範　
と　
な　
る　

よ　
う
努　
め　
て　
き　
た　
。　

・　
協　
議　
員　
の　
任　
期　
終　
了　
に　
際　
し　
て　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
議　
論　

の　
論　
点　
を　
整　
理　
し　
、　
次　
期　
P  
I  
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
に　

向　
け　
て　
と　
り　
ま　
と　
め　
た　
も　
の　
と　
し　
て　
公　
表　
し　
、　
今　
後　

の　
P  
I  
活
動　
の　
礎
と　
な　
る　
こ　
と　
を
期
待
す　
る　
。　

・　
ま　
た　
、　
こ　
の　
中　
間　
と　
り　
ま　
と　
め　
が　
、　
協　
議　
会　
だ　
け　
で　
な　

く　
、　
広　
く　
地　
域　
に　
浸　
透　
し　
、　
論　
議　
に　
活　
用　
さ　
れ　
る　
よ　

う　
、　
次　
期　
協　
議　
員　
は　
広　
い　
視　
野　
か　
ら　
論　
議　
に　
参　
加　
さ　

れ　
る　
こ　
と　
を
期
待
す　
る　
。　

・　
今　
後　
は　
、　
議　
論　
が　
言　
い　
放　
し　
、　
聞　
き　
っ　
放　
し　
に　
な　
ら　
な　

い　
よ　
う　
、　
各　
論　
点　
に　
つ　
い　
て　
議　
論　
の　
結　
果　
を　
一　
つ　
一　
つ　

確　
認　
し　
、　
意　
見　
が　
対　
立　
し　
た　
場　
合　
は　
、　
論　
点　
を　
明　
確　

に　
し　
つ　
つ　
次　
へ　
進
む
必
要　
が　
あ　
る　
。　

2  
協
議
会　
の
運
営

協　
議　
会　
の　
運　
営　
に　
あ　
た　
っ　
て　
は　
、　
次　
の　
こ　
と　
が　
確　
認　
さ　

れ　
た　
。　

・　
事　
務　
局　
は　
当　
面　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　

お　
よ　
び　
東
京
都
都
市
計
画
局　
に
置
く
。　

・　
進　
行　
役　
は　
当　
面　
、　
事　
務　
局　
ま　
た　
は　
国　
と　
都　
の　
協　
議　

員
が
行
う　
。　

・　
第　
12  
回　
か　
ら　
協　
議　
会　
前　
に　
議　
題　
整　
理　
の　
た　
め　
の　
運　

営
懇
談
会
を
行
う　
。　

・　
協　
議　
会　
は　
、　
傍　
聴　
を　
認　
め　
、　
資　
料　
・　
会　
議　
録　
は　
イ　
ン　

タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　
公
開
す　
る　
。　

3  
こ　
れ　
ま　
で　
の
協
議
会　
の
経
過

平　
成　
14  
年　
６　
月　
に　
本　
協　
議　
会　
が　
設　
立　
し　
、　
計　
22  
回　
の　
協　

議　
会　（　
21  
、　
22  
回　
目　
は　
中　
間　
と　
り　
ま　
と　
め　
の　
議　
論　
）　、　
計　
９　

回　
の　
運
営
懇
談
会
、　
計　
２　
回　
の　
現
地
視
察
を　
実
施　
し　
た　
。　

開
催
経
過　
に　
つ　
い　
て　
は　
別
紙　
１　
を
参
照
。　

4  
こ　
れ　
ま　
で　
の
主
な
討
議　
の
内
容

1  

昭
和　
41  
年
都
市
計
画
決
定　
に　
つ　
い　
て

昭　
和　
41  
年　
の　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　

沿
線
協
議
会　
で　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
に　
確
認　
さ　
れ　
た　
。　

・　
外　
環　
が　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
さ　
れ　
た　
当　
時　
の　
都　
市　
計　

画　
法　（　
大　
正　
８　
年　
制　
定　
）　は　
、　
関　
係　
住　
民　
や　
自　
治　
体　

に　
事　
前　
に　
説　
明　
す　
る　
義　
務　
は　
な　
く　
、　
ま　
た　
、　
意　
見　

を　
反　
映　
す　
る　
仕　
組　
み　
に　
は　
な　
っ　
て　
い　
な　
か　
っ　
た　
。　
都　

市　
計　
画　
審　
議　
会　
の　
審　
議　
員　
構　
成　
や　
投　
票　
方　
法　
に　

お　
い　
て　
も　
、　
国　
・　
都　
が　
提　
示　
し　
た　
案　
件　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　

承
認
さ　
れ　
る　
よ　
う
な
実
態　
に　
な　
っ　
て　
い　
た　
。　

・　
当　
時　
の　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
手　
続　
き　
は　
、　
現　
在　
か　
ら　
見　

れ　
ば　
非　
常　
に　
不　
備　
な　
も　
の　
で　
は　
あ　
る　
が　
、　
手　
続　
論　

的　
に　
は　
合　
法　
的　
に　
行　
わ　
れ　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
都　
市　
計　

画　
審　
議　
会　
の　
会　
議　
録　
か　
ら　
、　
そ　
の　
審　
議　
過　
程　
で　
、　

短　
期　
間　
に　
強　
引　
に　
進　
め　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
は　
明　
ら　
か　
で　

あ　
る　
。　

・　
資　
料　
に　
よ　
る　
と　
、　
国　
は　
昭　
和　
35  
年　
頃　
か　
ら　
、　
東　
京　

都　
は　
昭　
和　
36  
年　
頃　
か　
ら　
調　
査　
・　
検　
討　
を　
行　
っ　
て　
い　
た　

に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
地　
元　
の　
住　
民　
、　
区　
市　
に　
知　
ら　
さ　

れ　
た　
の　
は　
昭　
和　
41  
年　
の　
都　
市　
計　
画　
審　
議　
会　
の　
直　
前　

で　
あ
り　
、　
説
明
も
十
分　
に
行
わ　
れ　
て　
い　
な　
か　
っ　
た　
。　

こ　
う　
し　
た　
意　
見　
に　
対　
し　
て　
国　
と　
東　
京　
都　
は　
次　
の　
よ　
う　

な
見
解
を
明
ら　
か　
に　
し　
た　
。　

・　
昭　
和　
41  
年　
の　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
は　
合　
法　
で　
は　
あ　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
住　
民　
と　
の　
話　
し　
合　
い　
が　
な　
く　
線　
引　
き　
し　

た　
こ　
と
自
体　
に　
も
反
省
す　
べ　
き
点
は　
あ　
っ　
た　
。　

・　
住　
民　
に　
大　
変　
な　
不　
便　
を　
か　
け　
て　
い　
る　
こ　
と　
は　
、　
大　

変
遺
憾　
で　
あ　
る　
。　

国　
と　
都　
は　
、　
こ　
の　
こ　
と　
を　
深　
く　
反　
省　
し　
、　
今　
後　
の　
教　

訓　
と　
し　
て　
、　
地　
域　
の　
環　
境　
や　
生　
活　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
の　
大　

き　
い　
公　
共　
事　
業　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
説　
明　
責　
任　
を　
十　
分　
に　
果　

た　
し　
、　
住　
民　
の　
意　
見　
の　
反　
映　
す　
る　
仕　
組　
み　
を　
、　
住　
民　
と　

協
議　
し　
な　
が　
ら　
構
築
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

2  

計
画　
の
必
要
性　
に　
つ　
い　
て

外　
環　
計　
画　
の　
必　
要　
性　
に　
つ　
い　
て　
、　
国　
は　
「　
今　
後　
、　
外　
環　

計　
画　
に　
つ　
い　
て　
意　
義　
が　
な　
い　
と　
社　
会　
的　
に　
判　
断　
さ　
れ　
た　

場　
合　
は　
、　
事　
実　
上　
計　
画　
を　
休　
止　
す　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
う　

る　
」　こ　
と　
を
確
認　
し　
た　
。　

3  

国　
と　
都　
の　「　
外　
環　
に　
関　
す　
る　
方　
針　
」　の　
発　
表　
に　
つ　

い　
て国　

と　
東　
京　
都　
が　
合　
意　
し　
た　
「　
方　
針　
」　（　
平　
成　
15  
年　
1  
月　

10  
日　
、　
3  
月　
14  
日　
）　（　
別　
紙　
２　
、　
３　
を　
参　
照　
）　の　
発　
表　
に　
つ　

い　
て　
、　
次　
の　
よ　
う
な
意
見　
が　
出　
さ　
れ　
た　
。　

・　
沿　
線　
協　
議　
会　
は　
住　
民　
・　
区　
市　
と　
国　
・　
都　
が　
話　
し　
合　

う　
場　
で　
あ　
り　
、　
最　
も　
重　
要　
な　
課　
題　
で　
あ　
る　
必　
要　
性　

の　
有　
無　
に　
つ　
い　
て　
相　
互　
の　
意　
見　
を　
交　
換　
し　
て　
い　
る　
最　

中　
に　
、　
一　
方　
の　
当　
事　
者　
で　
あ　
る　
国　
と　
都　
が　
独　
自　
に　

「　
方　
針　
」　
を　
決　
定　
し　
、　
一　
方　
的　
に　
発　
表　
し　
た　
こ　
と　

は　
、　
沿　
線　
協　
議　
会　
で　
積　
み　
上　
げ　
て　
き　
た　
相　
互　
信　
頼　

と　
成　
果　
を　
全　
面　
的　
に　
否　
定　
し　
、　
存　
続　
そ　
の　
も　
の　
を　

危
う
く
す　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

・　
そ　
れ　
ま　
で　
議　
論　
さ　
れ　
て　
き　
た　
前　
提　
条　
件　
と　
補　
償　
等　

の　
考　
え　
方　
が　
大　
き　
く　
異　
な　
り　
、　
沿　
線　
住　
民　
に　
と　
っ　

て　
の　
影　
響　
は　
全　
く　
改　
善　
さ　
れ　
な　
い　
大　
深　
度　
地　
下　
案　

を　
、　
工　
事　
短　
縮　
・　
建　
設　
費　
削　
減　
な　
ど　
の　
メ　
リ　
ッ　
ト　
だ　

け　
を　
強　
調　
し　
て　
唐　
突　
に　
発　
表　
し　
た　
こ　
と　
は　
信　
義　
に　

反
す　
る　
。　

・　
こ　
の　
半　
年　
間　
、　
誠　
心　
誠　
意　
取　
り　
組　
み　
、　
よ　
う　
や　
く　

「　
原　
点　
」　
や　
「　
必　
要　
性　
の　
有　
無　
」　
に　
つ　
い　
て　
本　
格　
的　
な　

意　
見　
交　
換　
を　
行　
う　
こ　
と　
が　
決　
ま　
っ　
た　
に　
も　
か　
か　
わ　

ら　
ず　
、　
こ　
れ　
を　
な　
い　
が　
し　
ろ　
に　
す　
る　
こ　
と　
は　
協　
議　
会　

関
係
者　
の　
信
頼
を
失
う
行
為　
で　
あ　
る　
。　

・　
国　
と　
東　
京　
都　
は　
、　
昭　
和　
41  
年　
の　
教　
訓　
を　
生　
か　
し　
て　

い　
な　
い　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
。　

・　
沿
線
協
議
会
を
軽　
ん　
じ　
て　
い　
る　
の　
で　
は　
な　
い　
か　
。　

・　
国　
と　
都　
の　「　
方　
針　
」　
は　
記　
者　
会　
見　
で　
は　
な　
く　
沿　
線　

協
議
会　
で
発
表
す　
べ　
き　
で　
は　
な　
い　
か　
。　

（　
4  
）　地
上
部　
の
街
路　
に　
つ　
い　
て

国　
と　
東　
京　
都　
が　
合　
意　
し　
た　
「　
方　
針　
」　の　
な　
か　
の　
地　
上　

部　
街　
路　
に　
つ　
い　
て　
は　
「　
外　
環　
に　
係　
わ　
る　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
、　

今　
、　
議　
論　
し　
て　
い　
る　
高　
速　
道　
路　
の　
必　
要　
性　
の　
有　
無　
と　
地　

上　
部　
街　
路　
の　
議　
論　
は　
切　
り　
離　
し　
、　
高　
速　
道　
路　
の　
議　
論　
が　

あ　
る　
程　
度　
集　
約　
さ　
れ　
た　
段　
階　
で　
地　
上　
部　
街　
路　
の　
議　
論　

を　
行　
う　
こ　
と　
と　
す　
る　
。　
外　
環　
に　
係　
わ　
る　
計　
画　
の　
見　
直　
し　

に　
あ　
た　
り　
、　
地　
上　
部　
街　
路　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地　
元　
の　
意　
向　
を　

踏　
ま　
え　
て　
街　
路　
の　
機　
能　
と　
し　
て　
不　
必　
要　
な　
部　
分　
は　
廃　
止　

と　
な　
り　
、　
必　
要　
な　
部　
分　
は　
整　
備　
す　
る　
こ　
と　
と　
な　
る　
。　
そ　

の　
際　
、　
高　
速　
道　
路　
と　
地　
上　
部　
街　
路　
を　
あ　
わ　
せ　
て　
都　
市　
計　

画
変
更
す　
る　
こ　
と　
と　
な　
る　
」　こ　
と　
が　
確
認　
さ　
れ　
た　
。　

（　
5  
）　東
名
以
南　
に　
つ　
い　
て

環　
状　
道　
路　
の　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
機　
能　
を　
考　
え　
る　
上　
で　
、　
外　

環　
の　
東　
名　
以　
南　
の　
問　
題　
は　
重　
要　
な　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　
き　
ち　

ん　
と　
説　
明　
す　
べ　
き　
と　
の　
意　
見　
が　
あ　
っ　
た　
。　
こ　
れ　
に　
対　
し　
、　

国　
は　
、　「　
外　
環　
道　
路　
は　
、　
関　
越　
道　
か　
ら　
東　
京　
湾　
岸　
道　
路　

ま　
で　
接　
続　
す　
る　
こ　
と　
で　
環　
状　
道　
路　
の　
ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
が　

効　
果　
的　
に　
発　
揮　
さ　
れ　
る　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
。　
広　
域　
的　
な　

ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
、　
道　
路　
の　
必　
要　
性　
な　
ど　
を　
整　
理　
し　
な　
が　

ら　
外　
環　
の　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
間　
の　
調　
査　
の　
検　
討　
を　
優　
先　

的　
に　
進　
め　
て　
い　
く　
。　
大　
泉　
と　
か　
東　
名　
と　
接　
続　
し　
た　
場　
合　

の　
端　
末　
の　
問　
題　
に　
つ　
い　
て　
も　
周　
辺　
の　
道　
路　
に　
与　
え　
る　
交　

通　
負　
荷　
な　
ど　
を　
十　
分　
に　
検　
討　
し　
て　
い　
く　
。　」　
と　
の　
見　
解　
を　

表　
明　
し　
た　
。　
今　
後　
、　
こ　
の　
問　
題　
は　
重　
要　
な　
問　
題　
と　
し　
て　

早
急　
に　
、　
深
く
議
論　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
と　
す　
る　
。　

（　
6  
）　ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
つ　
い　
て　

国　
と　
都　
は　
１　
月　
に　「　
東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　
委　
員　
会　

か　
ら　
最　
終　
提　
言　
を　
頂　
い　
た　
の　
で　
、　
こ　
の　
提　
言　
を　
尊　
重　
し　
、　

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
無　
し　

を　
検　
討　
の　
基　
本　
と　
す　
る　
が　
、　
そ　
の　
設　
置　
に　
つ　
い　
て　
は　
地　
元　

の　
意　
向　
等　
を　
踏　
ま　
え　
る　
」　
と　
公　
表　
し　
、　
３　
月　
に　
「　
イ　
ン　

タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
今　
後　
、　
地　
元　
の　
意　
向　
等　
を　
踏　

ま　
え　
な　
が　
ら　
、　
設　
置　
の　
有　
無　
に　
つ　
い　
て　
検　
討　
す　
る　
。　
そ　
の　

際　
、　
設　
置　
要　
望　
の　
あ　
っ　
た　
青　
梅　
街　
道　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
さ　
ら　
に　
地　
元　
の　
意　
向　
を　
把　
握　
し　
て　
い　
く　
。　

そ　
の　
他　
の　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
ジ　
ャ　
ン　
ク　

シ　
ョ　
ン　
構　
造　
の　
一　
体　
的　
活　
用　
に　
つ　
い　
て　
検　
討　
す　
る　
」　
と　
発　

表　
し　
た　
。　
そ　
れ　
を　
踏　
ま　
え　
て　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
関　
し　
、　

以
下　
の　
よ　
う
な
指
摘　
が　
あ　
っ　
た　
。　

・　
外
環
が
整
備
さ
れ
た
場
合
の
、　
３　
つ　
の　
ジ　
ャ　
ン　

ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
５　
つ　
の　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
毎　
の　
、　
外　

環　
本　
線　
お　
よ　
び　
周　
辺　
道　
路　
に　
つ　
い　
て　
の　
詳　
細　
な　
推　

計
交
通
量
を
示
す　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

・　
大　
深　
度　
法　
が　
適　
用　
さ　
れ　
れ　
ば　
今　
ま　
で　
地　
域　
で　
議　

論　
し　
て　
き　
た　
こ　
と　
が　
水　
泡　
に　
帰　
し　
て　
し　
ま　
う　
。　
ま　

ち　
を　
お　
こ　
す　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
は　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
が
必
要
な
地
域
も
あ
る
。　

・　
青　
梅　
街　
道　
に　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
が　
出　
来　
る　
と　
換　
気　

塔　
も　
必　
要　
に　
な　
り　
立　
ち　
退　
き　
が　
増　
え　
る　
の　
で　
絶　
対　

反
対
。　

・　
練　
馬　
区　
と　
し　
て　
は　
青　
梅　
街　
道　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　

は　
必　
要　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
。　
地　
下　
水　
、　
換　
気　
塔　
に　
つ　

い　
て　
各　
協　
議　
員　
か　
ら　
出　
さ　
れ　
て　
い　
る　
意　
見　
を　
充　
分　

議　
論　
す　
る　
た　
め　
、　
早　
く　
現　
地　
調　
査　
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

・　
青　
梅　
街　
道　
イ　
ン　
タ　
ー　
設　
置　
は　
杉　
並　
区　
に　
は　
無　
理　
。　

イ　
ン　
タ　
ー　
計　
画　
の　
場　
所　
が　
い　
か　
に　
学　
校　
や　
幼　
稚　
園　

の　
そ　
ば　
に　
あ　
る　
か　
、　
一　
度　
場　
所　
を　
視　
察　
し　
て　
欲　

し　
い　
。　

・　
交　
通　
量　
や　
換　
気　
処　
理　
に　
つ　
い　
て　
一　
番　
影　
響　
を　
及　
ぼ　

す　
の　
は　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
と　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　

辺
な　
の　
で
、　
き
ち　
ん
と
説
明
す　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

・　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
を　
極　
力　
少　
な　
く　
す　
る　
と　
い　
う　

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　
委　
員　
会　
の　
提　
言　
に　
つ　
い　
て　

ど
う
理
解
し　
て　
い　
る　
か　
。　

・　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
を　
つ　
く　
れ　
ば　
開　
削　
と　
な　
り　
、　

善　
福　
寺　
池　
が　
ど　
う　
な　
る　
か　
わ　
か　
ら　
な　
い　
の　
で　
は　

な　
い　
か　
。　

・　
大　
泉　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
の　
ラ　
ン　
プ　
の　
地　
下　
化　
、　
出　

入　
口　
の　
分　
散　
化　
な　
ど　
の　
対　
応　
を　
考　
え　
る　
べ　
き　
で　

あ
る
。　

（　
2  
ペ　
ー　
ジ　
へ　
続
く
）　
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■
第　
1  
回　
・　
平
成　
14  
年　
6  
月　
5  
日　（
火
）　

事
務
局
か
ら
規
約
案　
の　
提
案
と
説
明
。　
規
約
案
と
準
備
会
に　
お　

け
る　
「　
P  
I  
外
環
協
議
会　
（
仮
称
）　
設
立
に
向
け
た
確
認
内
容
」　（
以

下
、　
確
認
内
容
）　
と　
の　
関
係
に　
つ　
い　
て
明
確
に　
す　
べ　
き　
で　
あ
る　
と　
の　

意
見
が
あ
り　
、　
事
務
局
が
経
過
説
明
。　
沿
線
協
議
会　
の　
「
目
的
」　

が　
「
計
画
づ　
く
り　
に
反
映
す
る　
た　
め　
」　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
が　
、　
必
要
性　

の　
有
無
か
ら
話
し
合
う
こ　
と
を
目
的
と
す
る　
た　
め
、　
原
案
か
ら
削

除
す
る　
こ　
と
を
確
認
。　
会
議
録　
の　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
で　
の　
公
開
と　
2  
回

開
催
な
ど
を
確
認
。　

■
第　
2  
回　
・　
平
成　
14  
年　
6  
月　
20  
日　（
木
）　

前　
回　
に　
続　
き　
「　
確　
認　
内　
容　
」　
と　
の　
関　
係　
に　
つ　
い　
て　
議　
論　
を　
行　
い　
、　
規　
約　

と　
「　
確　
認　
内　
容　
」　
を　
セ　
ッ　
ト　
と　
す　
る　
こ　
と　
を　
全　
会　
一　
致　
で　
承　
認　
。　
各　
回　

の　「
会
議
概
要　
メ　
モ　
」　
作
成
を
事
務
局
よ　
り
提
案
、　
承
認
。　

■
第　
3  
回　
・　
平
成　
14  
年　
7  
月　
2  
日　（
火
）　

事　
務　
局　
が　
運　
営　
細　
則　
案　
に　
つ　
い　
て　
提　
案　
・　
説　
明　
し　
、　
討　
議　
。　
開　
催　
時　

間　
を　
全　
員　
が　
参　
加　
し　
や　
す　
い　
時　
間　
に　
す　
る　
こ　
と　
、　
事　
務　
局　
提　
出　
の　
資　

料　
と　
協　
議　
員　
提　
出　
の　
資　
料　
の　
区　
別　
の　
明　
確　
化　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
意　
見　
が　

出　
さ　
れ　
、　
事　
務　
局　
が　
整　
理　
し　
て　
次　
回　
再　
度　
提　
出　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　

司　
会　
進　
行　
役　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
第　
三　
者　
に　
委　
ね　
る　
べ　
き　
と　
の　
意　
見　
も　
出　

た　
が　
、　
協　
議　
会　
の　
自　
主　
運　
営　
の　
原　
則　
に　
よ　
り　
、　
当　
面　
、　
都　
の　
担　
当　
課　
長　

と　
す　
る　
こ　
と　
を
承
認
。　

■
第　
4  
回　
・　
平
成　
14  
年　
7  
月　
18  
日　（
木
）　

前　
回　
、　
進　
行　
役　
と　
す　
る　
こ　
と　
を　
全　
員　
で　
承　
認　
し　
た　
都　
の　
担　
当　
課　
長　

の　
転　
任　
の　
報　
告　
に　
対　
し　
、　
協　
議　
会　
を　
軽　
視　
し　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
積　
み　
上　
げ　

て　
き　
た　
も　
の　
を　
無　
視　
し　
た　
異　
動　
で　
あ　
る　
等　
、　
都　
の　
P  
I  
に　
対　
す　
る　
姿　

勢　
に　
対　
す　
る　
意　
見　
、　
批　
判　
が　
続　
出　
し　
た　
。　
次　
回　
、　
都　
は　
責　
任　
あ　
る　
対　

応
を
す　
る　
こ　
と　
を
確
認
。　

■
第　
5  
回　
・　
平
成　
14  
年　
8  
月　
6  
日　（
火
）　

冒　
頭　
、　
国　
と　
都　
の　
新　
任　
局　
長　
が　
挨　
拶　
し　
、　
Ｐ　
Ｉ　
に　
対　
す　
る　
変　
わ　
ら　

ぬ　
姿　
勢　
を　
確　
認　
。　
司　
会　
進　
行　
に　
つ　
い　
て　
討　
議　
し　
た　
結　
果　
、　
国　
な　
い　
し　
都　

の　
協　
議　
員　
か　
事　
務　
局　
が　
担　
当　
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
り　
、　
次　
回　
の　
協　
議　
会　
ま　

で　
に　
国　
と　
都　
が　
調　
整　
し　
て　
提　
案　
、　
承　
認　
を　
得　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　
国　

土　
交　
通　
省　
よ　
り　
渋　
滞　
に　
よ　
る　
環　
境　
悪　
化　
や　
交　
通　
事　
故　
と　
外　
環　
と　
の　

関　
連　
に　
つ　
い　
て　
説　
明　
が　
あ　
っ　
た　
が　
、　
よ　
り　
詳　
細　
な　
資　
料　
の　
要　
求　
が　
数　
多　

く
出
さ　
れ　
た　
。　

ま
た　
、　
協
議
員
よ　
り　
、　
現
地
視
察　
に　
つ　
い　
て　
の　
要
望
が　
あ　
っ　
た　
。　

■
第　
6  
回　
・　
平
成　
14  
年　
9  
月　
3  
日　（
火
）　

事　
務　
局　
よ　
り　
司　
会　
進　
行　
役　
は　
当　
面　
、　
事　
務　
局　
の　
担　
当　
と　
す　
る　
こ　
と　

を　
提　
案　
・　
承　
認　
さ　
れ　
た　
。　
資　
料　
に　
対　
す　
る　
意　
見　
が　
言　
い　
放　
し　
に　
な　
っ　

て　
お　
り　
討　
議　
を　
い　
つ　
行　
う　
か　
不　
明　
で　
あ　
る　
な　
ど　
、　
協　
議　
会　
全　
体　
の　
進　

め　
方　
、　
資　
料　
提　
出　
、　
議　
論　
の　
と　
り　
ま　
と　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　
意　
見　
が　
出　
さ　

れ　
、　
次
回
、　
引
き
続
き
議
論
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　

■
第　
7  
回　
・　
平
成　
14  
年　
9  
月　
19  
日　（
木
）　

P  
I  
の　
進　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　
、　「　
交　
通　
の　
現　
状　
と　
課　
題　
」　「　
交　
通　
政　
策　
」　「　
必　

要　
性　
の　
有　
無　（　
効　
果　
）　」　「　
必　
要　
性　
の　
有　
無　（　
影　
響　
）　」　の　
順　
で　
資　
料　
提　
出　

す　
る　
こ　
と　
が　
提　
案　
さ　
れ　
、　
お　
お　
む　
ね　
承　
認　
さ　
れ　
た　
が　
、　「　
都　
市　（　
ま　
ち　
）　

づ　
く　
り　
」　の　
項　
目　
が　
削　
除　
さ　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
は　
疑　
問　
と　
い　
う　
意　
見　
も　
出　

さ　
れ　
た　
。　

国　
と　
都　
が　
計　
画　
し　
て　
い　
た　
オ　
ー　
プ　
ン　
ハ　
ウ　
ス　
に　
つ　
い　
て　
、　
そ　
の　
意　
義　
、　

実　
施　
方　
法　
に　
つ　
い　
て　
反　
対　
意　
見　
が　
相　
次　
ぎ　
、　
準　
備　
会　
の　
メ　
ン　
バ　
ー　
で　
再　

度
調
整
す　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　

■
第　
8  
回　
・　
平
成　
14  
年　
10  
月　
17  
日　（
木
）　

環　
境　
・　
生　
活　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
等　
に　
つ　
い　
て　
資　
料　
が　
提　
出　
さ　
れ　
た　
が　
、　

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
を　
建　
設　
し　
た　
場　
合　
の　
影　
響　
を　
示　
し　
た　
図　
に　
対　
し　
、　

外　
環　
あ　
り　
き　
の　
資　
料　
提　
出　
は　
お　
か　
し　
い　
と　
の　
意　
見　
が　
出　
る　
一　
方　
、　

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
は　
最　
大　
の　
関　
心　
事　
で　
あ　
り　
、　
話　
し　
合　
う　
た　
め　
に　
は　

必　
要　
な　
ど　
と　
の　
討　
議　
が　
な　
さ　
れ　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
原　
点　
の　
意　
味　
に　
つ　
い　
て　

討　
議　
す　
べ　
き　
と　
か　
、　
昭　
和　
41  
年　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
当　
時　
の　
資　
料　
提　
出　
等　

の　
要
求
が　
あ　
っ　
た　
。　

■
第　
9  
回　
・　
平
成　
14  
年　
11  
月　
5  
日　（
火
）　

読　
売　
新　
聞　（　
10  
月　
31  
日　
、　
11  
月　
4  
日　
）　の　「　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　

チ　
ェ　
ン　
ジ　
は　
当　
初　
の　
予　
定　
通　
り　
建　
設　
。　
立　
ち　
退　
き　
3  
0  
0  
0  
戸　
変　
わ　
ら　

ず　
」　
と　
す　
る　
記　
事　
に　
つ　
い　
て　
都　
に　
対　
し　
て　
抗　
議　
の　
意　
見　
が　
あ　
り　
、　
都　
は　

「　
事　
実　
無　
根　
。　
新　
聞　
社　
に　
は　
抗　
議　
す　
る　
。　」　
と　
説　
明　
。　
協　
議　
員　
有　
志　
と　

事　
務　
局　
で　
会　
議　
運　
営　
の　
方　
法　
、　
議　
題　
の　
整　
理　
な　
ど　
を　
行　
う　
「　
話　
し　
合　

い　
の　
場
」　（
運
営
懇
談
会
）　
設
置　
の　
意
見
が
出
さ　
れ　
た　
。　

■
第　
10  
回　
・　
平
成　
14  
年　
11  
月　
21  
日　（
木
）　

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　
委　
員　
会　
の　
活　
動　
と　
委　
員　
の　
見　
解　
に　
対　
し　
て　

疑
問
を
呈
す　
る
声
が
出
さ　
れ　
る　
。　

昭　
和　
41  
年　
の　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
に　
つ　
い　
て　
質　
疑　
、　
追　
加　
資　
料　
の　
要　
求　
が　

あ　
っ　
た　
。　
今　
後　
は　
、　
運　
営　
懇　
談　
会　
で　
議　
論　
の　
項　
目　
、　
順　
番　
に　
つ　
い　
て　
整　

理
す　
る　
こ　
と　
を
承
認
。　

■
第　
11  
回　
・　
平
成　
14  
年　
12  
月　
3  
日　（
火
）　

東　
京　
環　
状　
道　
路　
有　
識　
者　
委　
員　
会　
「　
最　
終　
提　
言　
」　に　
関　
し　
て　
、　
計　
画　
内　

容　
ま　
で　
踏　
み　
込　
ん　
で　
い　
る　
点　
、　
方　
針　
の　
決　
定　
時　
期　
を　
記　
述　
し　
て　
い　
る　
点　

な
ど　
に　
つ　
い　
て　
疑
問　
の　
意
見
が
多
く
出
さ　
れ　
た　
。　

昭　
和　
41  
年　
の　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
の　
経　
緯　
と　
議　
事　
録　
等　
の　
全　
て　
の　
資　
料　

の　
公　
開　
を　
要　
望　
す　
る　
意　
見　
が　
あ　
っ　
た　
が　
、　
東　
京　
都　
か　
ら　
は　
情　
報　
公　
開　

条　
例　
に　
基　
づ　
い　
た　
対　
応　
を　
準　
備　
し　
て　
い　
る　
が　
、　
個　
人　
情　
報　
の　
保　
護　
の　
観　

点
か　
ら
公
開　
で　
き
な　
い　
箇
所
も
あ　
る
旨　
の　
回
答
が　
あ　
っ　
た　
。　

■
第　
12  
回　
・　
平
成　
15  
年　
1  
月　
21  
日　（
火
）　

冒　
頭　
、　
１　
月　
10  
日　
に　
公　
表　
さ　
れ　
た　
「　
国　
と　
都　
の　
方　
針　
」　
に　
つ　
い　
て　
、　
協　

議　
員　
有　
志　
か　
ら　
抗　
議　
の　
意　
を　
表　
す　
「　
緊　
急　
ア　
ピ　
ー　
ル　
」　
が　
扇　
国　
交　
相　
と　

石
原
都
知
事　
に
出
さ　
れ
国　
・　
都　
の　
両
局
長
が
受
け
取　
っ　
た　
。　

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
の　
問　
題　
、　
今　
後　
の　
議　
論　
の　
進　
め　
方　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　

意　
見　
交　
換　
し　
、　
次　
回　
、　
原　
点　
論　
を　
継　
続　
し　
て　
討　
論　
す　
る　
こ　
と　
を　
確　
認　
。　

■
第　
13  
回　
・　
平
成　
15  
年　
2  
月　
4  
日　（
火
）　

外　
環　
練　
馬　
区　
間　
（　
関　
越　
道　
〜　
埼　
玉　
県　
境　
）　
決　
定　
時　
の　
行　
政　
の　
取　
り　

組　
み　
に　
つ　
い　
て　
、　
反　
省　
す　
べ　
き　
で　
あ　
る　
と　
の　
意　
見　
が　
多　
く　
出　
さ　
れ　
る　
。　

国　
土　
交　
通　
省　
と　
東　
京　
都　
、　
練　
馬　
区　
か　
ら　
の　
説　
明　
は　
あ　
っ　
た　
が　
、　
谷　
原　

交　
差　
点　
の　
渋　
滞　
解　
消　
に　
向　
け　
て　
の　
行　
政　
の　
取　
り　
組　
み　
に　
対　
す　
る　
問　
題　

提　
起　
が　
な　
さ　
れ　
、　
次　
回　
、　
谷　
原　
交　
差　
点　
の　
現　
状　
等　
に　
つ　
い　
て　
報　
告　
す　
る　

こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　

■
第　
14  
回　
・　
平
成　
15  
年　
2  
月　
20  
日　（
木
）　

昭　
和　
41  
年　
の　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
に　
つ　
い　
て　
、　
旧　
都　
市　
計　
画　
法　
の　
問　
題　

点　
、　
審　
議　
委　
員　
の　
構　
成　
、　
情　
報　
の　
公　
開　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
行　
政　
の　
反　
省　
点　

が
指
摘
さ　
れ　
た　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
国　
と　
都　
は　
反　
省　
す　
べ　
き　
点　
が　
あ　
っ　
た　
な　
ど　
の　
意　
見　
を　

表
明
し　
た　
。　

■
第　
15  
回　
・　
平
成　
15  
年　
3  
月　
4  
日　（
火
）　

市　
民　
参　
加　
に　
よ　
る　
事　
後　
評　
価　
組　
織　
の　
設　
立　
の　
提　
案　
、　
残　
さ　
れ　
た　

（　
7  
）　
換
気
所　
に　
つ　
い　
て

国　
は　「　
今　
後　
検　
討　
し　
て　
い　
く　
外　
環　
道　
本　
線　
及　
び　
連　
絡　
路　
の　
延　
長　
・　

勾　
配　
や　
交　
通　
量　
等　
に　
基　
づ　
き　
、　
必　
要　
と　
な　
る　
風　
量　
等　
を　
算　
出　
し　

て　
、　
換　
気　
所　
の　
必　
要　
数　
や　
位　
置　
を　
検　
討　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
と　
な　
る　
。　
そ　

の　
際　
、　
沿　
線　
や　
地　
上　
部　
へ　
の　
影　
響　
を　
極　
力　
小　
さ　
く　
す　
る　
観　
点　
が　
重　

要　
で　
あ　
る　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
。　
な　
お　
、　
ト　
ン　
ネ　
ル　
出　
口　
か　
ら　
の　
ガ　
ス　
の　

漏　
れ　
出　
し　
を　
防　
ぐ　
た　
め　
、　
一　
般　
的　
に　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
及　
び　
イ　
ン　

タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
で　
は　
換　
気　
所　
が　
必　
要　
に　
な　
る　
の　
で　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
が　
な　
い　
場　
合　
で　
も　
最　
低　
３　
箇　
所　
の　
換　
気　
所　
が　
必　
要　
に　
な　
る　
と　
考　

え　
て　
い　
る　
。　」　
と　
の　
見　
解　
を　
表　
明　
し　
た　
。　
そ　
れ　
に　
対　
し　
て　
次　
の　
よ　
う　

な
意
見　
が　
あ　
っ　
た　
。　

・　
大　
気　
へ　
の　
影　
響　
に　
関　
し　
、　
換　
気　
所　
の　
設　
置　
数　
、　
設　
置　
場　
所　
、　
汚　

染　
物　
質　
の　
拡　
散　
範　
囲　
に　
つ　
い　
て　
早　
急　
に　
示　
し　
、　
慎　
重　
に　
検　
討　

さ　
れ　
る　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

（　
8  
）　
地
下
水　
に　
つ　
い　
て

外　
環　
沿　
線　
に　
は　
貴　
重　
な　
地　
下　
水　
が　
多　
数　
存　
在　
す　
る　
の　
で　
、　
地　
下　

案　
に　
伴　
い　
、　
地　
下　
水　
、　
地　
下　
水　
脈　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
を　
懸　
念　
す　
る　
意　

見　
が　
多　
く　
出　
さ　
れ　
た　
。　
さ　
ら　
に　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
意　
見　
が　
出　
さ　
れ　
た　
。　

・　
既　
存　
資　
料　
に　
よ　
る　
知　
見　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
地　
下　
水　
の　
実　
態　
調　
査　

を
早
急　
に　
行
う　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

・　
開　
削　
部　
分　
は　
特　
に　
地　
下　
水　
の　
分　
断　
が　
懸　
念　
さ　
れ　
る　
の　
で　
、　
下　

水　
道　
を　
分　
流　
方　
式　
に　
す　
る　
な　
ど　
、　
地　
下　
水　
の　
保　
全　
・　
回　
復　
を　

考　
え　
、　
さ　
ら　
に　
は　
水　
と　
緑　
の　
修　
復　
保　
全　
、　
生　
態　
系　
の　
保　
護　
回　

復　
に　
つ　
な　
げ　
て　
い　
く　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

（　
9  
）　
外
環　
の
効
果　
に　
つ　
い　
て

国　
と　
東　
京　
都　
は　
、　
首　
都　
圏　
の　
交　
通　
の　
現　
状　
や　
外　
環　
（　
埼　
玉　
県　
側　

区　
間　
）　の　
効　
果　
事　
例　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
、　
説　
明　
を　
行　
な　
っ　
た　
が　
、　
そ　
れ　
に　

対　
し　
て　
以
下　
の　
よ　
う
な
指
摘　
が　
あ　
っ　
た　
。　

・　
東　
京　
23  
区　
の　
通　
過　
交　
通　
14  
％　（　
大　
型　
車　
は　
33  
％　
）　の　
計　
算　
方　
法　

及　
び　
詳
細
な
内
訳　
が　
不
明
確　
で　
あ　
る　
。　

・　
既　
存　
の　
外　
環　
の　
周　
辺　
道　
路　
に　
お　
い　
て　
、　
交　
通　
量　
が　
増　
加　
し　
て　
い　

る　
実
態　
が　
あ
り　
、　
そ　
の　
原
因
を
明
ら　
か　
に　
し　
て　
欲　
し　
い　
。　

・　
環　
境　
庁　
が　
委　
託　
調　
査　
し　
た　
結　
果　
に　
よ　
る　
と　
、　
渋　
滞　
解　
消　
の　
名　

目　
で　
道　
路　
を　
新　
設　
し　
て　
も　
、　
結　
果　
と　
し　
て　
自　
動　
車　
総　
量　
は　
増　

加
す　
る　
と　
書　
か　
れ　
て　
い　
る　
。　

外　
環　
の　
効　
果　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
国　
か　
ら　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　
速　
が　
開　

通　
し　
た　
場　
合　
の　
外　
環　
の　
交　
通　
量　
や　
周　
辺　
の　
自　
動　
車　
通　
行　
量　
な　
ど　
に　

つ　
い　
て　
の　
充　
分　
な　
資　
料　
が　
提　
出　
さ　
れ　
ず　
、　
ま　
だ　
充　
分　
な　
議　
論　
が　
行　

わ　
れ　
て　
お　
ら　
ず　
、　
今
後　
の　
議
論　
の　
課
題
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

（　
10  
）　
交
通
量　
に　
つ　
い　
て

国　
は　
、　
平　
成　
１　
１　
年　
度　
観　
測　
交　
通　
量　
に　
基　
づ　
い　
た　
、　
外　
環　
が　
整　

備　
さ　
れ　
た　
場　
合　
の　
推　
計　
交　
通　
量　
に　
関　
す　
る　
資　
料　
を　
提　
出　
し　
た　
。　
そ　

れ　
に　
対　
し　
て　
、　
次　
の　
よ　
う
な
意
見　
が　
あ　
っ　
た　
。　

・　
外　
環　
を　
含　
め　
三　
環　
状　
道　
路　
が　
整　
備　
さ　
れ　
た　
場　
合　（　
外　
環　
が　
関　

越　
道　
か　
ら　
東　
名　
高　
速　
ま　
で　
整　
備　
さ　
れ　
た　
場　
合　
と　
、　
湾　
岸　
道　
路　

ま　
で　
整　
備　
さ　
れ　
た　
場　
合　
と　
を　
分　
け　
る　
）　、　
整　
備　
さ　
れ　
な　
い　
場　
合　

な　
ど　
、　
色　
々　
な　
ケ　
ー　
ス　
に　
つ　
い　
て　
、　
東　
京　
の　
交　
通　
や　
環　
境　
が　
ど　
の　

よ　
う　
に　
変　
化　
す　
る　
か　
、　
シ　
ミ　
ュ　
レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
を　
行　
う　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

（　
11  
）　
外
環
練
馬
区
間　
（
関
越
道
〜
埼
玉
県
境
）　に　
つ　
い　
て

外　
環　
練　
馬　
区　
間　
の　
谷　
原　
地　
区　
で　
は　
、　
国　
と　
東　
京　
都　
に　
よ　
り　
、　
強　

引　
に　
外　
環　
計　
画　
が　
進　
め　
ら　
れ　
た　
結　
果　
、　
大　
き　
な　
問　
題　
が　
現　
在　
も　
存　

在　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
指　
摘　
さ　
れ　
た　
。　
東　
京　
都　
か　
ら　
は　
対　
策　
等　
に　
つ　

い　
て　
の　
説　
明　
が　
あ　
っ　
た　
が　
、　
現　
状　
は　
渋　
滞　
と　
生　
活　
道　
路　
へ　
の　
車　
両　

の　
侵　
入　
に　
よ　
り　
、　
地　
元　
住　
民　
は　
困　
惑　
し　
て　
お　
り　
、　
谷　
原　
交　
差　
点　
等　

の　
改　
善　
効　
果　
は　
い　
ま　
だ　
に　
見　
ら　
れ　
な　
い　
。　
こ　
の　
問　
題　
に　
つ　
い　
て　
は　

「　
必　
要　
性　
の　
有　
無　
」　の　
議　
論　
と　
は　
切　
り　
離　
し　
て　
解　
決　
が　
図　
ら　
れ　
る　
べ　

き　
と　
い　
う
指
摘　
が　
あ　
っ　
た　
。　

国　
と　
東　
京　
都　
は　
当　
初　
の　
説　
明　
通　
り　
に　
約　
束　
を　
履　
行　
す　
べ　
き　
で　
あ　

り　
、　
改　
善　
策　
を　
明　
示　
し　
て　
地　
元　
住　
民　
が　
安　
心　
で　
き　
る　
よ　
う　
努　
め　
る　

べ　
き　
で　
あ　
る　
。　

ま　
た　
、　
次　
の　
よ　
う
な
意
見　
が　
あ　
っ　
た　
。　

・　
練　
馬　
区　
は　
、　
都　
市　
計　
画　
変　
更　
案　
に　
関　
す　
る　
都　
か　
ら　
の　
意　
見　
照　

会　
に　
対　
し　
て　
、　
21  
項
目　
の　
条
件
を
付　
し　
て　
回
答　
し　
て　
い　
る　
。　

・　
笹　
目　
通　
り　
と　
放　
射　
７　
号　
の　
交　
差　
部　
分　
の　
拡　
幅　
に　
向　
け　
た　
用　
地　

買　
収　
や　
環　
状　
８　
号　
線　
の　
整　
備　
な　
ど　
、　
現　
在　
で　
も　
谷　
原　
交　
差　
点　

の　
渋
滞
対
策　
が　
進　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　

・　
外　
環　
の　
練　
馬　
区　
間　
の　
整　
備　
は　
当　
時　
の　
非　
常　
に　
乱　
暴　
な　
古　
い　
体　

質　
の　
行
政
文
化　
の　
中　
で　
行
わ　
れ　
た　
。　

・　
国　
と　
都　
は　
道　
路　
公　
団　
に　
事　
業　
実　
施　
を　
丸　
投　
げ　
し　
た　
た　
め　
、　
地　

元　
は　
公
団
と　
の　
折
衝　
に　
苦
労　
し　
た　
。　

・　
放　
射　
７　
号　
線　
な　
ど　
の　
関　
連　
街　
路　
の　
整　
備　
を　
行　
わ　
な　
か　
っ　
た　
の　

で　
、　
激　
し　
い　
渋
滞　
が　
発
生　
し　
て　
い　
る　
。　

・　
わ　
ず　
か　
１　
km  
余　
り　
の　
区　
間　
に　
谷　
原　
交　
差　
点　
と　
関　
越　
道　
練　
馬　
I  

C  
、　
外　
環　
大　
泉　
I  
C  
が　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
ら　
の　
複　
合　
的　
な　
影　
響　
を　
受　

け　
て　
い　
る　
こ　
と　
を
理
解　
し　
、　
対
応
を
急
ぐ
必
要　
が　
あ　
る　
。　

（　
12  
）　オ　
ー
プ　
ン　
ハ　
ウ　
ス
等　
に　
つ　
い　
て

沿　
線　
協　
議　
会　
は　
、　
地　
元　
に　
密　
着　
し　
た　
、　
生　
活　
に　
根　
ざ　
し　
た　
意　
見　

を　
吸　
い　
上　
げ　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
住　
民　
同　
士　
が　
議　
論　
し　
た　
り　
、　
話　
を　
聞　

い　
た　
り　
質　
問　
す　
る　
場　
と　
し　
て　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
、　
地　
元　
区　
市　
、　

東　
京　
都　
都　
市　
計　
画　
局　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
が　
共　
催　

で　
オ　
ー　
プ　
ン　
ハ　
ウ　
ス　
を
行
う　
こ　
と　
が　
確
認　
さ　
れ　
た　
。　

開　
催　
の　
場　
所　
、　
日　
時　
、　
内　
容　
等　
は　
相　
談　
し　
て　
決　
め　
、　
各　
地　
区　
の　

実　
情　
に　
合　
わ　
せ　
て　
開　
催　
で　
き　
る　
地　
区　
か　
ら　
順　
次　
開　
催　
し　
て　
い　
く　
こ　

と　
が　
決
ま　
っ　
た　
。　

協　
議　
会　
だ　
よ　
り　（　
仮　
称　
）　に　
つ　
い　
て　
は　
、　
さ　
ら　
に　
検　
討　
を　
進　
め　
て　
い　

く　
こ　
と　
に　
な　
っ　
た　
。　

5  
必
要
性　
の
有
無
に　
つ　
い　
て　
の
論
点

必　
要　
性　
の　
有　
無　
に　
関　
す　
る　
議　
論　
に　
つ　
い　
て　
、　
協　
議　
員　
か　
ら　
出　
さ　

れ　
た　
質
問　
・　
意
見
を
事
務
局　
で　
以
下　
の　
通
り
分
類　
し　
た　
。　

﹇　
１　
﹈
総
論

（
論
点
）　

・　
協
議
会　
の　
議
論
内
容　
に　
つ　
い　
て　
共
同
宣
言
を
出
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
協　
議　
会　
は　
将　
来　
的　
に　
約　
束　
が　
履　
行　
さ　
れ　
て　
い　
る　
か　
を　
監　
視　
す　
る　

機　
能　
を　
持　
た　
せ　
、　
将　
来　
的　
に　
、　
地　
元　
に　
影　
響　
が　
あ　
っ　
た　
場　
合　
に　
は　

住　
民　
参　
加　
に　
よ　
り　
評　
価　
し　
、　
そ　
れ　
を　
修　
復　
し　
て　
い　
く　
シ　
ス　
テ　
ム　
の　

構
築
と　
担
保　
が　
必
要　
で　
あ　
る　
こ　
と　
。　

・　
議　
論　
の　
過　
程　
で　
課　
題　
が　
生　
じ　
た　
場　
合　
、　
行　
政　
は　
「　
止　
め　
る　
こ　
と　
も　

視
野　
に　
適
切
な
対
応
を　
す　
る　
」　
と　
宣
言
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

（
今
後　
の
対
応
）　

・　
事　
後　
評　
価　
の　
あ　
り　
方　
と　
し　
て　
、　
行　
政　
、　
事　
業　
者　
側　
だ　
け　
で　
な　
く　

住
民
側
も
加
わ　
っ　
て　
い　
く　
と　
い　
う
方
向
性　
は　
あ
り
得　
る　
。　

・　
総　
論　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
必　
要　
性　
の　
有　
無　（　
効　
果　
と　
影　
響　
）　の　
最　
終　
段　
階　

で　
再
度
議
論
す　
る　
。　

﹇　
２　
﹈
影
響

（
論
点
）　

・　
大　
深　
度　
地　
下　
区　
間　
に　
関　
す　
る　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
に　
対　
す　
る　
見　
解　
を　
明　

確
化
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
影　
響　
の　
検　
討　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
計　
画　
段　
階　
、　
建　
設　
段　
階　
、　
開　
通　
後　
に　

分
け　
て　
議
論
を　
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
既　
設　
の　
外　
環　
で　
予　
測　
を　
大　
き　
く　
上　
回　
る　
交　
通　
量　
に　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　

周　
辺　
地　
域　
へ　
の　
影　
響　
を　
検　
討　
す　
る　
際　
に　
は　
、　
交　
通　
量　
が　
最　
大　
と　

な　
る　
ケ　
ー　
ス　
で　
の　
検
討
も
行
う　
べ　
き　
こ　
と　
。　

﹇
2
﹈
―
１
環
境
に
与
え　
る
影
響

【
大
気
】

（
論
点
）　

・　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
の　
予　
測　
と　
対　
策　
を　
明　

確
化
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
換
気
所　
の　
具
体
的
な
規
模　
・　
内
容
を
検
討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

（
今
後　
の
対
応
）　

・　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
で　
は　
地　
上　
部　
と　
接　

す　
る　
た　
め　
に　
、　
大　
気　
へ　
の　
影　
響　
が　
懸　
念　
さ　
れ　
る　
。　
今　
後　
、　
そ　
の　

影　
響　
に　
つ　
い　
て　
は　
現　
地　
調　
査　
の　
上　
、　
詳　
細　
な　
検　
討　
を　
行　
う　
必　
要　

が
あ
る
。　

・　
換　
気　
所　
の　
箇　
所　
数　
お　
よ　
び　
位　
置　
は　
、　
地　
上　
部　
へ　
の　
影　
響　
を　
最　
小　

限　
に　
す　
る　
よ　
う
努　
め　
る　
。　

・　
換　
気　
所　
の　
影　
響　
は　
地　
域　
に　
と　
っ　
て　
重　
大　
な　
問　
題　
で　
あ　
る　
た　
め　
、　
慎　

重　
に　
検
討　
し　
て　
い　
く
。　

【
騒
音
、
振
動
】

（
論
点
）　

・　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
の　
騒　
音　
、　
振　
動　
対　
策　
を　

検
討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

（
今
後　
の
対
応
）　

・　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
は　
地　
上　
部　
と　
接　
す　
る　

た　
め　
に　
、　
騒　
音　
・　
振　
動　
の　
影　
響　
が　
懸　
念　
さ　
れ　
る　
。　
今　
後　
、　
そ　
の　
影　

響　
に　
つ　
い　
て　
、　
現　
地　
調　
査　
の　
上　
、　
詳　
細　
な　
検　
討　
を　
行　
う　
必　
要　
が　

あ　
る　
。　

【
地
下
水
】

（
論
点
）　

・　
地
下
水
脈
対
策　
お　
よ　
び　
そ　
の　
調
査
手
法
を
検
討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
井　
戸　
水　
、　
湧　
水　
等　
の　
水　
質　
悪　
化　
防　
止　
対　
策　
、　
水　
循　
環　
の　
阻　
害　
対　

策
、　
地
盤
沈
下
対
策
を
検
討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
生　
活　
用　
水　
に　
な　
る　
可　
能　
性　
の　
あ　
る　
地　
下　
水　
の　
保　
存　
方　
法　
に　
つ　
い　

て　
検
討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

（
今
後　
の
対
応
）　

・　
野　
川　
、　
国　
分　
寺　
崖　
線　
、　
神　
田　
川　
、　
善　
福　
寺　
川　
、　
石　
神　
井　
川　
な　
ど　
、　

東　
京　
都　
西　
部　
地　
域　
が　
有　
す　
る　
地　
下　
水　
脈　
は　
、　
地　
域　
の　
財　
産　
で　
あ　

る
。　
し
か
し
、　
外
環
が
地
下
構
造
と
な　
っ　
た
場
合
は　
、　
特
に

ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
の　
開　
削　
工　
法　
区　
間　
で　

は　
、　
地　
下　
水　
へ　
の　
影　
響　
が　
懸　
念　
さ　
れ　
る　
。　
現　
地　
調　
査　
の　
上　
、　
よ　
り　

詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要　
が　
あ　
る　
。　

【
自
然
・
景
観
】

（
論
点
）　

・　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
や　
換　
気　
塔　
に　
よ　
る　
景　
観　
へ　
の　
影　
響　
に　
配　
慮　
す　
べ　
き　

こ　
と　
。　

・　
歴　
史　
、　
文　
化　
財　
の　

保　
護　
を　
検　
討　
す　

べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
緑　
地　
、　
農　
地　
等　
の　

減　
少　
に　
対　
す　
る　

代　
替　
措　
置　
を　
検　

討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
自　
然　
環　
境　
、　
動　
植　

物　
の　
生　
態　
系　
な　

ど　
は　
、　
市　
民　
と　
連　

携　
し　
て　
共　
同　
調　

査
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
自　
然　
環　
境　
の　
調　

査　
結　
果　
に　
対　
す　

る　
行　
政　
側　
の　
解　

釈　
に　
つ　
い　
て　
明　
ら　
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か　
に　
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

（
今
後　
の
対
応
）　

・　
地　
上　
の　
構　
造　
物　
で　
あ　
る　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
、　
換　

気
所　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
景
観　
に　
配
慮
す　
る　
。　

・　
歴　
史　
、　
文　
化　
財　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地　
域　
の　
重　
要　
な　
財　
産　
で　
あ　
る　
と　
認　

識　
し　
、　
地　
元　
自　
治　
体　
や　
市　
民　
に　
蓄　
積　
さ　
れ　
た　
情　
報　
を　
収　
集　
し　
、　

現
状
把
握　
に　
努　
め　
る　
。　

﹇　
2  
﹈
―
2  
生
活　
に
与
え　
る
影
響

・　
生　
活　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
の　
各　
論　
点　
項　
目　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
協　
議　
員　
か　
ら　

こ　
れ　
ま　
で　
に　
提　
供　
さ　
れ　
た　
資　
料　
等　
に　
も　
と　
づ　
き　
、　
今　
後　
さ　
ら　
に　

議
論
を
進　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　
と　
す　
る　
。　

【
地
域
分
断
、
移
転
】

（
論
点
）　

・　
立　
ち　
退　
き　
対　
象　
者　
の　
移　
転　
先　
を　
確　
保　
す　
る　
方　
策　
を　
検　
討　
す　
べ　
き　

こ　
と　
。　

・　
土
地
建
物　
の　
買　
い　
取
り　
や
補
償　
の　
方
針
を
明
確
化
す　
る　
こ　
と　
。　

・　
開　
削　
区　
間　
や　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
・　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
で　
の　
地　
域　

分
断　
の　
対
策　
に　
つ　
い　
て　
検
討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
外　
環　
の　
ル　
ー　
ト　
は　
な　
ぜ　
こ　
の　
地　
域　
に　
必　
要　
な　
の　
か　
明　
確　
に　
す　
る　

こ　
と
。　

【
交
通
集
中
】

（
論
点
）　

・　
外　
環　
が　
整　
備　
さ　
れ　
な　
い　
場　
合　
の　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
地　
域　
へ　

の　
影
響
を
明
確　
に　
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
の　
生　
活　
道　
路　
へ　
の　
流　
入　
交　
通　
対　
策　
に　
つ　

い　
て　
検
討
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
ア　
ク　
セ　
ス　
道　
路　
の　
整　
備　
に　
つ　
い　
て　
検　
討　
す　
べ　
き　

こ　
と　
。　

﹇　
３　
﹈
交
通
政
策

・　
交　
通　
政　
策　
に　
関　
す　
る　
資　
料　
の　
提　
出　
・　
説　
明　
が　
あ　
っ　
た　
。　
今　
後　
は　
、　

こ　
れ　
ま　
で　
に　
提　
供　
さ　
れ　
た　
資　
料　
等　
に　
も　
と　
づ　
き　
議　
論　
を　
進　
め　
て　

い　
く　
こ　
と　
と　
す　
る　
。　

【
Ｔ
Ｄ
Ｍ
　
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

（
論
点
）　

・　
短　
距　
離　
移　
動　
や　
通　
勤　
（　
お　
よ　
び　
帰　
宅　
）　
目　
的　
の　
自　
動　
車　
利　
用　
、　

積　
載　
効　
率　
の　
低　
い　
貨　
物　
自　
動　
車　
な　
ど　
へ　
の　
対　
策　
を　
検　
討　
す　
べ　
き　

こ　
と
。　

・　
都　
心　
部　
の　
開　
発　
に　
伴　
う　
自　
動　
車　
交　
通　
に　
伴　
う　
影　
響　
を　
明　
確　
化　

す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
通
過
交
通　
へ　
の　
国
と　
都　
の　
対
応
方
針
を
明
確　
に　
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

﹇　
４　
﹈
効
果

・　
東　
京　
都　
心　
部　
お　
よ　
び　
外　
環　
周　
辺　
地　
域　
の　
交　
通　
事　
情　
に　
つ　
い　
て　
、　
協　

議　
員　
の　
間　
で　
認　
識　
を　
共　
有　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
。　
外　
環　
道　
が　
整　

備　
さ　
れ　
た　
場　
合　
の　
効　
果　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
今　
後　
さ　
ら　
に　
議　
論　
を　
進　
め　

て　
い　
く　
こ　
と　
と　
す　
る　
。　

【
環
境
面
で
の
効
果
】

（
論
点
）　

・　
外　
環　
の　
効　
果　
と　
影　
響　
の　
具　
体　
的　
内　
容　
と　
発　
生　
す　
る　
位　
置　
を　
明　
確　

に　
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

【
地
域
交
通
へ
の
効
果
】

・　
提　
出　
さ　
れ　
た　
資　
料　
等　
に　
も　
と　
づ　
き　
、　
今　
後　
議　
論　
を　
進　
め　
て　
い　
く　

こ　
と　
と　
す　
る　
。　

【
渋
滞
の
緩
和
】

（
論
点
）　

・　
通
過
交
通　
の　
推
計
方
法　
に　
つ　
い　
て　
の　
信
頼
を
高　
め　
る　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
交　
通　
需　
要　
予　
測　
値　
が　
は　
ず　
れ　
た　
場　
合　
の　
行　
政　
の　
対　
応　
の　
仕　
方　
に　

つ　
い　
て　
明
ら　
か　
に　
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
誘
発
交
通
の
要
因
に
関
し　
て　
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る　

こ
と
。　

【
費
用
対
効
果
】

・　
提　
出　
さ　
れ　
た　
資　
料　
等　
に　
も　
と　
づ　
き　
、　
今　
後　
議　
論　
を　
進　
め　
て　
い　
く　

こ　
と　
と　
す　
る　
。　

﹇　
５　
﹈
そ　
の
他

・　
以　
下　
の　
意　
見　
に　
つ　
い　
て　
も　
、　
今　
後　
さ　
ら　
に　
議　
論　
を　
進　
め　
て　
い　
く　
こ　

と　
と　
す　
る　
。　

（
意
見
）　

・　
地　
下　
道　
路　
の　
防　
災　
対　
策　
に　
つ　
い　
て　
検　
討　
し　
明　
ら　
か　
に　
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
都　
市　
計　
画　
決　
定　
に　
伴　
う　
障　
害　
を　
解　
消　
し　
、　
障　
害　
に　
対　
し　
て　
社　
会　

的　
に　
補
償
す　
べ　
き　
こ　
と　
。　

・　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト
業
務　
の　
業
者
を
協
議
員　
に　
決　
め　
さ　
せ　
て　
欲　
し　
い　
。　

6  
今
後　
の
課
題

（　
１　
）　
必
要
性　
の
有
無　
に　
つ　
い　
て　
の
議
論

協　
議　
会　
で　
は　
、　
必　
要　
性　
の　
有　
無　（　
効　
果　
と　
影　
響　
）　に　
関　
す　
る　
論　
点　

と　
そ　
の　
ポ　
イ　
ン　
ト　
に　
つ　
い　
て　
整　
理　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
た　
が　
、　
充　
分　
に　

論　
議　
を　
尽　
く　
す　
こ　
と　
が　
で　
き　
な　
か　
っ　
た　
。　
国　
と　
東　
京　
都　
は　
「　
外　
環　

の　
需　
要　
予　
測　
値　
な　
ど　
さ　
ら　
に　
具　
体　
的　
な　
資　
料　
の　
提　
供　
を　
行　
う　
と　

と　
も　
に　
、　
環　
境　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
に　
つ　
い　
て　
は　
環　
境　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト　

の　
な
か　
で
予
測
評
価
を
行　
い　
た　
い　
」　
と
発
言
し
た
。　

「　
環　
境　
の　
影　
響　
を　
評　
価　
す　
る　
に　
あ　
た　
っ　
て　
は　
外　
環　
を　
作　
る　
こ　
と　
を　

前　
提　
と　
せ　
ず　
、　
沿　
線　
地　
域　
の　
環　
境　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
が　
大　
き　
い　
と　
い　

う　
こ　
と　
が　
判　
明　
し　
た　
場　
合　
に　
は　
、　
計　
画　
を　
止　
め　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
う　

る　
。　
環　
境　
の　
調　
査　
を　
行　
う　
に　
あ　
た　
っ　
て　
は　
、　
市　
民　
参　
加　
の　
Ｐ　
Ｉ　
的　
手　

法
を
取
り
入　
れ　
る　
。　」　
こ　
と　
が　
確
認　
さ　
れ　
た　
。　

さ　
ら　
に　
、　
協　
議　
会　
と　
し　
て　
は　
、　
今　
後　
整　
理　
し　
た　
論　
点　
に　
基　
づ　
き　

議
論
を
深　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
確
認　
さ　
れ　
た　
。　

論　
議　
し　
尽　
く　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
内　
容　
、　
住　
民　
の　
求　
め　
て　
い　
る　
疑　
問　
点　

等　
に　
対　
し　
、　
今　
後　
は　
速　
や　
か　
に　
調　
査　
し　
、　
疑　
問　
点　
に　
回　
答　
し　
て　
い　

く
必
要　
が　
あ　
る　
。　

（　
２　
）　
構
想
段
階
以
降　
の
住
民
参
加　
に　
つ　
い　
て

協　
議　
会　
が　
そ　
の　
役　
割　
を　
終　
え　
、　
外　
環　
が　
建　
設　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
な　

っ　
た　
場　
合　
、　
国　
や　
東　
京　
都　
が　
沿　
線　
協　
議　
会　
に　
お　
い　
て　
行　
っ　
た　
約　
束　
な　

ど　
が　
遵　
守　
さ　
れ　
て　
い　
る　
の　
か　
を　
見　
守　
る　
た　
め　
、　
監　
視　
す　
る　
機　
能　
を　

設　
け　
て　
住　
民　
参　
加　
を　
継　
続　
し　
て　
行　
う　
必　
要　
が　
あ　
る　
と　
の　
意　
見　
が　
出　

さ　
れ　
た　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
て　
国　
と　
東　
京　
都　
は　
、　「　
構　
想　
段　
階　
に　
限　
ら　
ず　
将　
来　
も　

広　
く　
住　
民　
の　
意　
見　
を　
聞　
く　
こ　
と　
が　
非　
常　
に　
大　
事　
で　
あ　
る　
。　
今　
後　
も　

計　
画　
の　
評　
価　
に　
住　
民　
が　
参　
加　
す　
る　
な　
ど　
、　
今　
後　
の　
Ｐ　
Ｉ　
の　
進　
め　
方　

に　
つ　
い　
て　
も　
、　
意　
見　
を　
聞　
き　
な　
が　
ら　
進　
め　
て　
い　
き　
た　
い　
」　
と　
の　
見　
解　
を　

明
ら　
か　
に　
し　
た　
。　

以
上

東京外かく環状道路広報紙「外環ジャーナル」第12号(3)

人　
へ　
の　
補　
償　
問　
題　
、　
周　
辺　
環　
境　
整　
備　
な　
ど　
に　
つ　
い　
て　
の　
意　
見　
が　
出　
さ　

れ
た
。　

需　
要　
予　
測　
、　
地　
下　
水　
対　
策　
、　
東　
名　
以　
南　
問　
題　
に　
つ　
い　
て　
国　
と　
都　
に　

回
答
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。　

■
第　
16  
回　
・　
平
成　
15  
年　
3  
月　
27  
日　（
木
）　

国　
と　
都　
が　
発　
表　
し　
た　
「　
方　
針　
」　
に　
つ　
い　
て　
、　
公　
表　
資　
料　
、　
知　
事　
記　
者　

発　
表　
時　
の　
資　
料　
、　
事　
前　
に　
区　
市　
に　
説　
明　
し　
た　
資　
料　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
が　
異　
な　

る　
点　
に　
つ　
い　
て　
疑　
念　
が　
出　
さ　
れ　
た　
が　
、　
都　
は　
同　
一　
と　
説　
明　
し　
た　
が　
多　

く　
の　
協
議
員
が
納
得
せ　
ず　
、　
紛
糾
し　
た　
。　

「　
方　
針　
」　
に　
あ　
る　
地　
上　
部　
の　
街　
路　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
外　
環　
本　
線　
と　
議　
論　

を
切
り
離
す　
べ　
き
と　
の　
意
見
が
出　
る　
。　

■
第　
17  
回　
・　
平
成　
15  
年　
4  
月　
8  
日　（
火
）　

国　
か　
ら　
大　
深　
度　
に　
な　
っ　
た　
場　
合　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
を　
示　
す　
模　
型　
が　
示　
さ　

れ　
る　
。　
換　
気　
所　
は　
最　
低　
３　
カ　
所　
以　
上　
必　
要　
で　
あ　
る　
と　
の　
国　
の　
説　
明　
に　

対
し
質
疑
。　

都　
市　
計　
画　
が　
大　
深　
度　
に　
変　
更　
さ　
れ　
た　
場　
合　
の　
地　
上　
街　
路　
計　
画　
の　
取　

り
扱　
い　
に　
つ　
い　
て　
質
疑
。　

■
第　
18  
回　
・　
平
成　
15  
年　
4  
月　
24  
日　（
木
）　

オ　
ー　
プ　
ン　
ハ　
ウ　
ス　
に　
つ　
い　
て　
は　
地　
域　
ご　
と　
に　
議　
論　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
で　

確　
認　
。　
こ　
れ　
ま　
で　
出　
さ　
れ　
た　
デ　
ー　
タ　
は　
地　
上　
の　
街　
路　
な　
し　
を　
前　
提　

の　
も　
の　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
確　
認　
し　
、　

地　
上　
部　
街　
路　
に　
つ　
い　
て　
、　
本　
線　
と　

切　
り　
離　
し　
て　
議　
論　
す　
る　
こ　
と　
を　

確
認
。　

■
第　
19  
回　
・　

平
成　
15  
年　
5  
月　
13  
日　（
火
）　

地
上
部
街
路
に　
つ　
い　
て　
は　
、　

必
要
性　
の
有
無　
の
議
論
と
切
り

離
す
こ　
と
を
再
確
認
。　
換
気
所　

の
数
と
位
置　
つ　
い　
て
、　
ジ　
ャ　
ン　
ク　

シ　
ョ　
ン　
周
辺
に
設
置
さ
れ
る　
の　

か
否
か　
、　
換
気
所
を
単
独
で
建

設
す
る
可
能
性
が
あ
る　
の　
か
な

ど　
に　
つ　
い　
て
質
疑
。　
国
は　
、　
換
気

所
は
最
低
3
カ
所
は
必
要
、　
位

置
は
交
通
量
、　
ト　
ン　
ネ　
ル　
延
長

な
ど
を
踏
ま
え　
て
決
定
す
る　
こ　

と
を
説
明
。　
こ　
の
問
題
に　
つ　
い　

て　
は　
、　
次
回
引
き
続
き
議
論
す

る
こ
と
に
な　
っ　
た
。　

■
第　
20  
回　
・　

平
成　
15  
年　
5  
月　
29  
日　（
木
）　

国　
か　
ら　
換　
気　
所　
の　
考　
え　
方　
に　
つ　

い　
て　
説
明
が　
あ　
っ　
た　
。　

外　
環　
予　
定　
地　
周　
辺　
の　
河　
川　
、　
地　

下　
水　
、　
動　
植　
物　
に　
つ　
い　
て　
影　
響　
を　

心
配
す　
る
意
見
が
続
出
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
環　
境　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
、　
生　
活　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
に　
つ　
い　
て　
、　
資　

料
不
足
、　
再
検
討
が
必
要
と　
の　
意
見
が
出
さ　
れ　
た　
。　

■
そ　
の　
他

外
環
計
画
地　
の　
現
地
視
察
〈
平
成　
14  
年　
８　
月　
24  
日
（
土
）　
〉

換　
気　
施　
設　
、　
脱　
硝　
実　
験　
施　
設　
等　
の　
視　
察　
〈　
平　
成　
15  
年　
４　
月　
16  
日　

（
水
）　、　
４　
月　
19  
日　（
土
）　
〉

東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）に関する
方針について

国土交通省と東京都は、１月１０日に公表した外環の方向性に
ついて沿線自治体との意見交換等を踏まえ、下記のとおり、外環
の方針を定めた。今後、この方針を軸に地元の意向等を把握し、
早期に外環に関する結論を出していくこととする。

記
○外環整備は喫緊の課題で１日も早い整備が望まれるため、早く、

安く完成できるよう十分考慮し、沿線への影響を小さくする。

このため、
・外環本線は、シールドトンネルと３つのジャンクション
を基本構造とする。

・トンネル構造は、３車線を収容する長距離シールドトン
ネル２本とし、外径は約１６ｍに縮小する。

・地上部への影響を小さくするため、極力、大深度地下を活用
する。

○インターチェンジについては、今後、地元の意向等を踏まえな
がら、設置の有無について検討する。その際、設置要望のあった
青梅街道インターチェンジについては、さらに地元の意向を把握
していく。その他のインターチェンジについては、ジャンクション構造の
一体的活用について検討する。

○地元において地上部整備の方向が定まった場合、大深度区間で
あっても、地元の意向を踏まえながら、その整備を支援していく
ものとする。なお、青梅街道から目白通りについては、地元の意
向を踏まえながら、地上部街路の設置を検討する。

○この方針について、沿線の住民や自治体等の関係者から幅広い
意見や意向を把握するため、模型等を活用したわかりやすい資料
や情報の提供を行う。

東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）に関する
方針について

国土交通省と東京都は、去る平成１４年１１月２９日に東京環
状道路有識者委員会（委員長：御厨　貴）から最終提言を頂いた
ので､この提言を尊重し､下記により早急に外環の方向性を定め
ていくこととした。

○基本的には、沿線への影響を小さくするため､地下構造で､
早く・安く完成できるよう十分考慮する。

○検討にあたっては､
・トンネル構造については、３車線で「たたき台」（外径約
１８ｍ）より小さくする。

・さらに、ジャンクション及びインターチェンジとの関係を
考慮しながら､大深度法の活用を検討する。

・また、インターチェンジについてはインターチェンジ無し
を検討の基本とするが､その設置については地元の意向等
を踏まえる。

国と東京都が平成１５年３月に発表した方針

国と東京都が平成１５年１月に発表した方針

別紙2

別紙3

国土交通省
東　京　都

国土交通省
東　京　都

別紙3

イメージ模型を見る協議員（第2 0回）

国と東京都が平成１５年３月に発表した方針



・　
外　
環　
本　
線　
の　
予　
測　
交　
通　
量　
、　
大　
深　
度　
地　
下　
区　
間　
の　
延　
長　
、　
位　

置　
お　
よ　
び　
大　
深　
度　
の　
場　
合　
の　
移　
転　
等　
を　
必　
要　
と　
し　
な　
い　
住　
宅　

戸
数
／
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
有
無
別

・　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　
の　
騒　
音　
・　
振　
動　
対　
策　

手
法

・　
残　
留　
す　
る　
者　
へ　
の　
対　
応　
や　
移　
転　
家　
屋　
の　
建　
物　
用　
途　
、　
道　
路　
用　

地　
以　
外　
の　
直　
近　
に　
居　
住　
等　
す　
る　
者　
へ　
の　
補　
償　
へ　
の　
考　
え　
方　
、　

ル　
ー　
ト
を
定
め　
た
根
拠　
に
関
し　
て　
の　
資
料

・　
大　
泉　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
・　
練　
馬　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
の　
利　
用　
交　

通　
の　
Ｏ　
Ｄ　
お　
よ　
び　
経　
路　
の　
調　
査　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
の　
有　
無　

に　
つ　
い　
て　
の　
交　
通　
に　
関　
す　
る　
試　
算　
、　
地　
域　
の　
環　
境　
悪　
化　
に　
対　
す　

る
影
響　
・　
評
価　
の　
デ　
ー　
タ　

・　
公　
共　
交　
通　
、　
鉄　
道　
の　
活　
用　
計　
画　
、　
Ｔ　
Ｄ　
Ｍ　
に　
関　
す　
る　
計　
画　
、　
沿　

線　
で　
の　
駐　
車　
場　
計　
画　
の　
有　
無　
、　
ボ　
ト　
ル　
ネ　
ッ　
ク　
解　
消　
対　
策　
の　
有　

無　
、　
貨　
物　
配　
送　
時　
間　
や　
乗　
り　
入　
れ　
規　
制　
な　
ど　
の　
規　
制　
策　
の　
有　

無　
、　
バ　
ス　
、　
ト　
ラ　
ッ　
ク　
の　
車　
両　
構　
造　
を　
強　
化　
す　
る　
規　
制　
に　
対　
す　

る
方
針

・　
外　
環　
が　
必　
要　
な　
理　
由　
、　
中　
環　
や　
圏　
央　
道　
と　
の　
代　
替　
関　
係　
に　
お　

け　
る
必
要
性

・　
首　
都　
高　
王　
子　
線　
開　
通　
前　
後　
の　
交　
通　
量　
変　
化　
と　
大　
気　
質　
の　
状　
況　

・　
環　
７　
、　
環　
８　
を　
通　
過　
す　
る　
交　
通　
が　
外　
環　
へ　
流　
入　
す　
る　
量　
を　
推　

計　
し　
た　
方　
法　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
の　
有　
無　
に　
よ　
る　
環　
８　
の　
交　

通　
量　
変　
化　
を　
示　
し　
た　
予　
測　
の　
計　
算　
方　
法　
、　コ　
ー　
ド　
ン　
ラ　
イ　
ン　
調　

査
、　
Ｏ　
Ｄ　
調
査
、　
お　
よ　
び　
交
通
量
配
分　
の　
調
査
結
果

・　
予　
測　
交　
通　
量　
が　
過　
小　
で　
あ　
る　
原　
因　
お　
よ　
び　
周　
辺　
道　
路　
の　
交　
通　

量　
増　
加　
の　
原　
因　
、　
外　
環　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
に　
誘　
発　
さ　
れ　
る　
交　
通　

と　
そ　
れ　
へ　
の　
対　
応　
、　
谷　
原　
交　
差　
点　
で　
の　
具　
体　
的　
な　
混　
雑　
解　
消　

策　
、　
外　
環　
本　
線　
お　
よ　
び　
そ　
こ　
で　
の　
通　
過　
交　
通　
の　
交　
通　
需　
要　
予　

測　
値　
、　
外　
環　
の　
有　
無　
に　
よ　
る　
交　
通　
需　
要　
推　
計　
値　
の　
変　
化　
、　
年　

度
別
将
来
交
通
需
要
予
測
値

・　
概　
算　
建　
設　
費　
２　
兆　
円　
の　
内　
訳　
、　
建　
設　
費　
の　
調　
達　
お　
よ　
び　
財　
源　
、　

便
益　
３　
０　
０　
０　
億
円　
の　
内
訳
、　
整
備
後　
の　
維
持
管
理
費
用

・　
東　
名　
以　
南　
の　
ル　
ー　
ト　
、　
多　
摩　
地　
区　
の　
南　
北　
方　
向　
の　
道　
路　
混　
雑　
、　

環　
境　
等　
の　
状　
況　
、　
東　
名　
以　
南　
の　
計　
画　
に　
関　
す　
る　
国　
の　
考　
え　
方　
、　

外　
環　
の　
現　
検　
討　
区　
間　
の　
南　
端　
を　
延　
長　
し　
た　
場　
合　
の　
状　
況　
、　
外　

環　
の　
千　
葉　
区　
間　
の　
進　
捗　
状　
況　
お　
よ　
び　
そ　
の　
見　
通　
し　
、　
東　
京　
区　

間　
の　
竣　
工　
予　
定　
時　
期　
、　
料　
金　
制　
度　
の　
予　
定　
、　
中　
央　
環　
状　
、　
圏　

央　
道　
の　
進　
捗　
状　
況　
と　
今　
後　
の　
見　
通　
し　
、　
３　
環　
状　
の　
完　
成　
予　
定　

時　
期　
、　
３　
環　
状　
完　
成　
ま　
で　
の　
間　
に　
お　
け　
る　
補　
完　
の　
計　
画　
、　
パ　
リ　

等
海
外　
で　
の　
環
状
道
路　
の　
整
備　
の　
効
果
影
響

東京外かく環状道路広報紙「外環ジャーナル」第12号 (4)

資料請求はフリーダイヤルへ

東京外かく環状道路調査事務所へお気軽にお立ち寄りください。

大深度地下構造の模型

フリーダイヤル　　　0120-34-1491（TEL&FAX）
電話受付時間 平日9：15～17：30

●時　　間 9：15～17：30（月～金）

●住　　所 〒158-8580

東京都世田谷区用賀4-5-16ＴＥビル 7階

●TEL&FAX 03-3707-1491（外環専用ダイヤル）

●e - m a i l g a i k a n @ k t r . m l i t . g o . j p

●ホームページ h t t p : / / w w w . k t r . m l i t . g o . j p / g a i k a n 東急田園都市線 用賀駅　北口 徒歩1分

東京外かく環状道路調査事務所

ご質問、ご意見を
お待ちしています。

各
協
議
員
か
ら
、　
以
下　
の　
よ
う
な
意
見
が
あ　
っ　
た
。　

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
反
省
点

・　
外　
環　
に　
関　
す　
る　
認　
識　
の　
違　
い　
か　
ら　
、　
協　
議　
員　
同　
士　
の　
問　
題　
意　

識　
の
共
有
化
が
図
れ
ず　
、　
時
間
が
費
や
さ
れ
た
。　

・　
何　
か　
決　
め　
る　
こ　
と　
を　
目　
的　
と　
し　
た　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
が　
、　
運　
営　

面　
で　
の　
決　
定　
方　
法　
が　
明　
確　
で　
な　
く　
、　
論　
議　
が　
拡　
散　
す　
る　
ケ　
ー　

ス　
が
多
々　
あ　
っ　
た
。　

・　
協　
議　
員　
の　
外　
環　
に　
関　
す　
る　
共　
通　
認　
識　
が　
得　
ら　
れ　
ず　
、　
論　
議　
が　

か　
み　
合　
わ　
な　
い　
状　
態　
が　
続　
い　
た　
が　
、　
論　
議　
の　
積　
み　
重　
ね　
、　
現　

地　
視　
察　
等　
を　
通　
じ　
、　
協　
議　
員　
相　
互　
の　
理　
解　
が　
深　
ま　
っ　
た　
。　
こ　

れ　
ま　
で　
の　
外　
環　
の　
経　
緯　
を　
み　
れ　
ば　
「　
必　
要　
コ　
ス　
ト　
」　、　「　
産　
み　
の　

苦
し　
み
」　
の
期
間
と
考
え
る　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

・　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
外　
環　
計　
画　
の　
負　
の　
原　
点　
が　
明　
ら　
か　
に　
さ　
れ　
た　
こ　

と　
は　
、　
一
定　
の
評
価
が　
で
き
る
。　

・　
人
事
異
動
に　
よ　
っ　
て
、　
混
乱
が
生
じ
た
。　

・　
必　
要　
性　
か　
ら　
論　
議　
し　
て　
い　
る　
最　
中　
に　
、　
国　
、　
都　
か　
ら　
新　
た　
な　

方
針
が
出
さ
れ　
、　
協
議
会
を
軽
視
し
た
行
為
が
あ　
っ　
た
。　

・　
過　
去　
30
年　
以　
上　
に　
わ　
た　
り　
、　
そ　
の　
間　
の　
住　
民　
の　
経　
済　
的　
損　
失　

と
心
理
的
苦
悩
を
行
政
は
真
摯
に
受
け
止
め　
る　
べ　
き
だ
。　

・　
旧　
法　
時　
代　
の　
都　
市　
づ　
く　
り　
の　
反　
省　
を　
原　
点　
と　
し　
、　
都　
市　
と　

道　
路　
づ　
く　
り　
に　
つ　
い　
て　
客　
観　
的　
に　
検　
証　
し　
、　
行　
政　
と　
地　
域　
住　

民　
が　
一　
体　
と　
な　
っ　
て　
、　
何　
が　
必　
要　
か　
を　
検　
討　
し　
て　
く　
べ　
き　
で　

あ
る
。　

・　
協　
議　
員　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
の　
回　
答　
率　
が　
悪　
く　
、　
運　
営　
形　
態　
の　
改　
善　

に
寄
与
し
な
か　
っ　
た
。　

・　
よ　
り　
多　
く　
の　
意　
見　
を　
も　
ら　
う　
た　
め　
に　
、　
傍　
聴　
者　
か　
ら　
の　
意　
見　

を　
求　
め　
た　
が　
、　
結　
果　
と　
し　
て　
協　
議　
員　
の　
誹　
謗　
中　
傷　
が　
目　
立　
っ　

た　
の　
は
残
念
で　
あ　
っ　
た
。　

・　
手　
続　
論　
に　
終　
始　
す　
る　
場　
面　
が　
多　
く　
見　
ら　
れ　
、　
必　
要　
性　
に　
関　

す　
る　
各　
論　
点　
項　
目　
の　
中　
で　
、　
白　
熱　
し　
た　
議　
論　
の　
応　
酬　
が　
余　
り　

見
ら
れ
な
か　
っ　
た　
こ　
と　
は
残
念
だ
。　

・　
交　
通　
集　
中　
や　
環　
境　
な　
ど　
の　
質　
問　
や　
提　
案　
に　
対　
し　
て　
、　
行　
政　
が　

や　
や　
も　
す　
れ　
ば　
紋　
切　
型　
の　
回　
答　
に　
留　
ま　
り　
勝　
ち　
だ　
っ　
た　
こ　
と　

は　
、　
議
論　
の
発
展
を
阻
害
し
た
。　

（
２
）
今
後
の
取
り
組
む
べ
き
課
題

行
政
の
役
割
（
国
、
都
、
区
市
）

・　
都　
市　
づ　
く　
り　
、　
特　
に　
ま　
ち　
づ　
く　
り　
の　
視　
点　
（　
水　
と　
緑　
の　
武　
蔵　

野　
）　か　
ら　
ど　
う　
あ　
る　
べ　
き　
か　
を　
地　
域　
住　
民　
と　
一　
緒　
に　
検　
討　
し　

て　
い　
く　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

・　
全　
体　
の　
必　
要　
性　
の　
論　
議　
か　
ら　
よ　
り　
地　
域　
の　
論　
議　
と　
な　
る　
た　

め　
、　
地　
元　
自　
治　
体　
が　
主　
体　
と　
な　
っ　
て　
、　
地　
域　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

を
ど
う
し　
て　
い　
く　
の　
か
検
討
す　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

・　
論　
議　
し　
尽　
く　
さ　
れ　
て　
い　
な　
い　
内　
容　
、　
住　
民　
の　
求　
め　
て　
い　
る　
疑　

問　
点　
等　
に　
対　
し　
、　
速　
や　
か　
に　
調　
査　
す　
る　
な　
ど　
、　
疑　
問　
点　
等　
に　

回
答
し　
て　
い　
く　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

地
元
協
議
員
の
役
割

・　
地　
域　
の　
代　
表　
と　
し　
て　
推　
薦　
さ　
れ　
て　
き　
た　
と　
い　
う　
認　
識　
を　
持　

ち　
、　
個　
人　
の　
意　
見　
に　
固　
執　
す　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　
そ　
の　
地　
域　
全　
体　

の　
こ　
と
も
考
え
る　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

・　
論　
議　
し　
て　
き　
た　
内　
容　
を　
、　
広　
域　
と　
地　
域　
に　
浸　
透　
さ　
せ　
て　
い　
く　

べ　
き　
で　
あ
る
。　

地
域
住
民　
の
役
割

・　
た　
だ　
批　
判　
（　
賛　
成　
、　
反　
対　
）　
す　
る　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
地　
域　
が　
ど　
う　

あ　
る　
べ　
き　
か　
考　
え　
、　
市　
民　
と　
し　
て　
の　
具　
体　
案　
を　
示　
す　
努　
力　
が　

求
め
ら
れ　
て　
い　
る
。　

・　
傍　
聴　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
等　
に　
お　
い　
て　
、　
何　
が　
知　
り　
た　
い　
の　
か　
、　
疑　
問　

点　
は　
何　
か　
、　
協　
議　
会　
で　
論　
議　
し　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
項　
目　
等　
を　
提　

案
す　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

協
議
会　
の　
あ　
り
方

・　
今　
後　
は　
、　
全　
体　
で　
の　
必　
要　
性　
の　
論　
議　
か　
ら　
、　
よ　
り　
地　
域　
単　
位　

で　
の　
個　
々　
の　
論　
議　
へ　
の　
進　
展　
が　
予　
想　
さ　
れ　
、　
地　
域　
別　
協　
議　
会　

へ　
発
展
す
る　
こ　
と
を
期
待
す
る
。　

・　
具
体
的
な
計
画
内

容
を
も
と　
に　
、　
論

議
を
深
め　
る　
べ　
き　
で

あ
る
。　

・　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
運　
営　
形　

態　
で　
は　
、　発　
言　
機　
会　
、　

発　
言　
時　
間　
が　
限　
ら　

れ　
て　
い　
る　
た　
め　
、　
論　

議　
内　
容　
に　
よ　
っ　
て　

は　
、　
地　
域　
単　
位　
で　
の　

議　
論　
を　
す　
べ　
き　
段　
階　

に
あ
る
。　

・　
各　
協　
議　
会　
の　
終　
り　

に　
、　「　
今　
日　
、　
ご　
発　
言　

に　
な　
ら　
な　
か　
っ　
た　
方　

は　
、　
意　
見　
用　
紙　
に　
ご　

意　
見　
を　
書　
い　
て　
、　
事　

務　
局　
に　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
し　
て　

く　
だ　
さ　
い　
」　
と　
司　
会　

者　
が　
要　
請　
す　
る　
な　
ど　

し　
て　
、　
出　
来　
る　
だ　
け　

全　
協　
議　
員　
に　
発　
言　
さ　

せ　
る　
こ　
と　
が　
、　
今　
後　

は
重
要
で　
あ
る
。　

・　
行　
政　
が　
資　
料　
を　
提　
出　

す　
る　
場　
合　
、　
結　
論　
に　

至　
る　
経　
過　
、　
今　
後　
の　

課　
題　
に　
つ　
い　
て　
も　
踏　

関係者
練馬区在住 須山 直哉（第１回～第22回）

練馬区在住 武田 佳登（第１回～第22回）

練馬区在住 湯山 茂 （第１回～第22回）

杉並区在住 宿澤 藤子（第１回～第22回）

杉並区在住 本橋 又藏（第１回～第22回）

武蔵野市在住 濱本 勇三（第１回～第22回）

武蔵野市在住 村田 あが（第１回～第22回）

三鷹市在住 川瀬 春吉（第１回～第16回）

三鷹市在住 新 守一（第１回～第22回）

三鷹市在住 米津 鐵雄（第１回～第20回）

三鷹市在住 冨澤 和也（第1 9回～第2 2回）

三鷹市在住 樋上 寛 （第22回）

調布市在住 川原 主計 （第１回～第1 6回）

調布市在住 小林 充夫 （第１回～第1 6回）

調布市在住 渡辺 俊明 （第１回～第2 2回）

調布市在住 川原 徳重 （第2 0回～第2 2回）

調布市在住 遠藤 好照 （第2 1回～第2 2回）

狛江市在住 石井 一成 （第１回～第2 2回）

狛江市在住 佐藤 和子 （第１回）

狛江市在住 橋本 妙子 （第４回～第2 2回）

世田谷区在住 秋山 光男 （第１回～第2 2回）

世田谷区在住 江崎 美枝子（第１回～第2 2回）

世田谷区在住 栗林 勝彦 （第１回～第2 2回）

※五十音順

地元自治体
練馬区 都市整備部長 水上 英昭 （第１回～第16回）

練馬区 都市整備部長 平野 和範 （第17回～第22回）

杉並区 都市整備部長 倉田 征壽 （第１回～第22回）

武蔵野市 都市整備部長 伊藤 隆造 （第１回～第16回）

武蔵野市 まちづくり推進課長 井上 良一 （第17回～第22回）

三鷹市 都市整備部長 柴田 直樹 （第１回～第22回）

調布市 都市整備部長 鈴木 忠 （第１回～第７回）

調布市 都市整備部長 新谷 景一 （第８回～第22回）

狛江市 都市建設部長 大貫 浩司 （第１回～第16回）

狛江市 都市建設部長 大川 宗男 （第17回～第22回）

世田谷区 建設・住宅部長 栗下 孝 （第１回～第22回）

国土交通省・東京都
国土交通省関東地方整備局 道路企画官 大寺 伸幸 （第１回～第16回）

国土交通省関東地方整備局 道路企画官 川瀧 弘之 （第17回～第22回）

国土交通省関東地方整備局 東京外かく環状道路

調査事務所長 伊勢田 敏 （第１回～第22回）

東京都 都市計画局 外かく環状道路担当部長 成田 一 （第１回～第21回）

東京都都市計画局 外かく環状道路担当部長 道家 孝行 （第22回）

東京都都市計画局 外かく環状道路担当課長 石橋 隆 （第１回～第３回）

東京都都市計画局 外かく環状道路担当課長 宮良 眞 （第４回～第22回）

■ＰＩ外環沿線協議会参加者

資
料
の
要
求
項
目

別
紙　
4

み
込
ん　
で
発
言
す
る　
こ　
と　
が　
、　
Ｐ　
Ｉ　
の
前
進
に　
つ　
な
が　
る
。　

地
域
の
Ｐ
Ｉ
の
あ
り
方

・　
地　
域　
住　
民　
の　
声　
を　
吸　
い　
上　
げ　
、　
説　
明　
責　
任　
を　
果　
た　
す　
た　
め　
に　

は　
、　
区　
市　
の　
行　
政　
等　
に　
よ　
る　
オ　
ー　
プ　
ン　
ハ　
ウ　
ス　（　
相　
談　
所　
）　
等　
、　

地
域　
の
実
情
に
合
わ　
せ
柔
軟
に
取
り
組
む　
べ　
き
だ
。　

・　
必　
要　
性　
の　
議　
論　
を　
深　
め　
る　
た　
め　
に　
は　
、　
各　
論　
点　
に　
関　
す　
る　
議　

論　
の　
内　
容　
を　
整　
理　
す　
る　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
、　
議　
論　
を　
あ　
る　
程　

度　
収　
斂　
さ　
せ　
る　
努　
力　
が　
、　
司　
会　
者　
に　
求　
め　
ら　
れ　
る　
。　「　
協　
議　
会　

は　
結　
論　
を　
出　
す　
場　
で　
は　
な　
い　
」　
と　
い　
う　
一　
文　
が　
、　
行　
政　
・　
住　

民
双
方
に
都
合
良
く
悪
用
さ
れ　
て　
い　
る
。　

デ
ー
タ
の
提
示

・　
協　
議　
会　
か　
ら　
出　
さ　
れ　
た　
質　
問　
に　
対　
し　
て　
、　
国　
・　
都　
か　
ら　
未　
だ　

回　
答　
の　
な　
い　
も　
の　
が　
あ　
る　
。　
必　
要　
な　
デ　
ー　
タ　
・　
資　
料　
は　
す　
み　

や　
か　
に　
提　
示　
し　
、　
提　
示　
で　
き　
な　
い　
場　
合　
は　
、　
そ　
の　
理　
由　
を　
明　

確
に　
す　
べ　
き　
で　
あ
る
。　

第
三
者
機
関

・　
国　
土　
交　
通　
省　
・　
東　
京　
都　
が　
大　
深　
度　
地　
下　
構　
造　
で　
合　
意　
し　
、　
大　

き　
く　
報　
じ　
ら　
れ　
た　
こ　
と　
で　
、　
構　
想　
段　
階　
か　
ら　
検　
討　
す　
る　
は　
ず　

の　「　
Ｐ　
Ｉ　
」　
が　
一　
般　
市　
民　
に　
と　
っ　
て　
理　
解　
し　
に　
く　
く　
な　
り　
、　
Ｐ　

Ｉ　
を　
掲　
げ　
る　
本　
協　
議　
会　
に　
と　
っ　
て　
は　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　

セ　
ス
全
体
に
と　
っ　
て
も
大
き
な　
マ　
イ
ナ　
ス　
だ　
っ　
た
。　

本　
当　
に　
Ｐ　
Ｉ　
を　
し　
た　
い　
の　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
Ｐ　
Ｉ　
を　
主　
催　
す　
る　
国　

土　
交　
通　
省　
・　
東　
京　
都　
は　
、　
決　
定　
し　
た　
か　
の　
よ　
う　
な　
発　
言　
を　
す　

る　
こ　
と　
は　
慎　
む　
べ　
き　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
反　
省　
か　
ら　
、　
Ｐ　
Ｉ　
プ　
ロ　

セ　
ス　
を　
チ　
ェ　
ッ　
ク　
す　
る　
第　
三　
者　
機　
関　
は　
や　
は　
り　
必　
要　
だ　
と　
思　

わ　
れ　
る　
が　
、　
そ　
の　
委　
員　
の　
選　
任　
は　
、　
事　
業　
者　
で　
あ　
る　
国　
土　

交　
通　
省　
、　
東　
京　
都　
で　
は　

な　
く　
、　
環　
境　
省　
や　
財　
務　

省　
な　
ど　
関　
連　
す　
る　
他　

の　
省　
庁　
が　
行　
う　
べ　
き　
で　

あ
る
。　

今
後
に　
つ　
い　
て
の
意
見

（
参
考
）

「中間とりまとめ」を行なった第２２回ＰＩ外環沿線協議会

国土交通省関東地方整備局
東京外かく環状道路調査事務所
〒１５８-８５８０東京都世田谷区用賀４-５-１６ＴＥビル７F
TEL&FAX  03-3707-1491（外環専用ダイヤル）
e－m a i l g a i k a n @ k t r . m l i t . g o . j p

■「中間とりまとめ」冊子請求先

東京都都市計画局
都市基盤部 外かく環状道路担当
〒163-8001 東京都新宿区西新宿2-8-1
TEL 03-5388-3279（直通）／FAX  03-5388-1354
e－mail S００００１７９@section.metro.tokyo.jp

沿
線
協
議
会　
の　
開
催
日
程

▼
第
24
回
　
7
月
24
日
（
木
）

▼
第
25
回
　
8
月
21
日
（
木
）

（敬称略）


